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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光性要素を化学線で露光する露光装置であって、
　前記感光性要素を支持する露光ベッドと、
　前記露光ベッドに隣接して配置されたランプアセンブリであって、
　　互いに隣接する、目標照射量の前記化学線で前記感光性要素を露光するための少なく
とも２つのランプと、
　　前記少なくとも２つのランプのうち少なくとも１つのランプに接続されて、該１つの
ランプが受け取る電力を調整する、調整可能な安定器と、
を含むランプアセンブリと、
　前記露光ベッドに当たる照射量を測定するためのセンサであって、前記少なくとも２つ
のランプに対向して前記少なくとも２つのランプの配向方向と異なる方向に移動すること
で前記少なくとも２つのランプから放射した照射量を測定するセンサと、
　前記調整可能な安定器への電力を前記測定した照射量の前記目標照射量との比較に基づ
いて調整して、前記少なくとも１つのランプから放射される前記照射量を前記目標照射量
と一致させるように調整するコントローラと、
を含む露光装置。
【請求項２】
　ランプから放射する放射線を、感光性要素を放射線で露光する露光装置において制御す
る方法であって、
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　ａ）互いに隣接する少なくとも２つの管状ランプ、および、前記少なくとも２つのラン
プのうち少なくとも１つのランプに接続された調整可能な安定器を含むランプアセンブリ
を使用して、露光ベッドに放射線を目標照射量で照射することであって、該１つのランプ
が受け取る電力を前記安定器により調整すること、
　ｂ）前記少なくとも２つのランプから放射する照射量を、センサを前記少なくとも２つ
のランプに対向して前記少なくとも２つのランプの配向方向と異なる方向に移動すること
で、前記露光ベッドに近接して測定すること、および、
　ｃ）１つのランプの前記安定器への前記電力を前記測定した照射量の前記目標照射量と
の比較に基づいて調整して、前記少なくとも１つのランプから放射される前記照射量を前
記目標照射量に一致させるように調整すること、
を含む方法。
【請求項３】
　光重合性組成物の層を有する感光性要素からレリーフ印刷版を作製する方法であって、
　少なくとも２つのランプから放射される照射量が目標照射量であるように、露光装置の
ランプから放射する放射線を請求項２の方法に従って制御すること、
　前記目標照射量で放射した前記放射線で、マスクを介して前記感光性要素を画像露光し
て、前記層の少なくとも硬化部分および少なくとも未硬化部分を形成すること、および、
　前記露光された要素を処理して前記未硬化部分を除去し、それにより、印刷に適したレ
リーフ構造を形成すること、
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感光性要素から印刷版を作製する装置および方法に関し、特に、化学線で印
刷版を露光する装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フレキソ印刷版は、紙、段ボール、フィルム、金属箔、および積層板などの様々な基材
にレリーフ印刷する際に使用するとして公知である。フレキソ印刷版は、米国特許第４，
３２３，６３７号明細書、および米国特許第４，４２７，７５９号明細書に記載のものな
どの感光性組成物の層を含む感光性要素から作製することができる。光重合性組成物と称
することもある感光性組成物は、通常、エラストマー結合剤、少なくとも１つのモノマー
、および光開始剤を含む。感光性要素は、通常、支持体とカバーシートまたは多層カバー
要素との間に挟まれた光重合性組成物の層を有する。化学線での感光性要素の画像露光時
に、露光領域で感光性組成物の光重合が起こり、それにより、層の露光領域を硬化させ、
不溶性にする。露光された要素は、光重合性層の、露光されなかった領域を除去するため
に、適切な溶液で処理するか、または熱的に処理することができ、これは、フレキソ印刷
で使用するのに適した印刷レリーフをもたらす。
【０００３】
　市販のほとんどのフラットベッド型露光装置は、少なくとも１列の管状ランプを含み、
この管状ランプは、壁状効果を生じるように配列された複数の光管から形成される。管状
ライトは、通常、感光性要素の露光部分の光化学反応を引き起こすのに必要な波長の、ま
たは波長域の紫外線を放射する蛍光ランプである。感光性要素の光重合を起こすのに必要
な化学線エネルギを得るために、複数の光管が必要である。市販の他のフラットベッド型
露光装置の中には、２列の管状ランプを含むものもある。少なくとも、感光性要素を露光
するために、２列の光管は離間して、他方と平行に対向し、ガラスベッドに支持された要
素が列間に配置される。場合によっては、管の一方または両方の列の位置は、露光する感
光性要素を受け入れるために、列間に適切な空間を形成するように調整することができる
。他の場合では、光管の上側列は、感光性要素の画像露光および／または背面露光に使用
され、光管の下側列は、レリーフを形成された印刷版のガラスベッドを介した光仕上げ露
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光および後露光に使用される。場合によっては、光仕上げ露光および後露光は、１つのス
テップとして行われる。
【０００４】
　市販のほとんどのフラットベッド型露光装置では、感光性要素は、ポートによって囲ま
れたガラスベッドに支持され、これらのポートは、感光性要素およびネガフィルムまたは
フォトツールを覆う透明薄膜またはカバーシートと共同して、画像露光の前に、ネガフィ
ルムを感光性要素に密着させるために真空を引く。真空下で、感光性要素の光重合性層に
密着した状態に保たれた、画像担持アートワークを有するネガフィルムまたはフォトルー
ツを介した画像露光は、しばしばアナログ式ワークフローと呼ばれる。アナログ式ワーク
フローは、複雑で、別々の処理装置および化学現像液を必要とする、コストおよび時間が
かかるプロセスであるフォトツールの作製を必要とする。さらに、フォトツールは、温度
および湿度の変化により、寸法が若干変化することがあり、異なる時点、または異なる環
境で使用する場合に、異なる結果をもたらすことがあり、最終的に、印刷時に多色画像が
位置ずれすることがある。フォトツールを使用するには、フレキソ印刷版を製作する場合
に、フォトツールと感光性要素との間で密着が維持されるのを保証するように、特別な配
慮および取り扱いも必要とされる。特に、密着を保証するために真空を発生させている間
に、空気の混入を最小限にするように、フォトツールおよび感光性要素の両方を、特別な
材料、例えば、空気抜きストリップと共に露光装置に配置する際に配慮が必要である。さ
らに、感光性要素、フォトツール、および透明薄膜のすべての面が清浄で塵埃のないこと
を保証するよう配慮しなければならない。そのような異物が存在することで、フォトツー
ルと感光性要素とが密着しなくなり、さらには、画像アーチファクトが発生することがあ
る。
【０００５】
　あるいは、画像露光は、光重合性層の上に前もって形成された、放射線不透過領域およ
び透過領域を有する原位置マスクを介する、いわゆるデジタル式ワークフローとすること
ができる。ほとんどのデジタル式ワークフローの場合、原位置マスクは、感光性要素と一
体である放射線不透過層から形成され、したがって、画像露光の前に、原位置マスクと要
素との接触を保証するために真空を引く必要がない。感光性要素は、米国特許第５，２６
２，２７５号明細書、同第５，７１９，００９号明細書、同第５，６０７，８１４号明細
書、同第６，２３８，８３７号明細書、同第６，５５８，８７６号明細書、同第６，９２
９，８９８号明細書、同第６，６７３，５０９号明細書、同第６，０３７，１０２号明細
書、および同第６，２８４，４３１号明細書に記載されているように、従来のデジタル式
ワークフローとして、大気酸素の存在下で画像露光することができる。あるいは、感光性
要素は、例えば、米国特許第８，２４１，８３５号明細書に記載されているように、露光
装置の露光用封入容器またはチャンバに感光性要素を置くことで、修正デジタル式ワーク
フローとして、不活性ガスと、大気酸素よりも少ない、制御された量の酸素とを有する環
境で画像露光することができる。一実施形態では、封入容器は、外部環境（室内状態）か
ら封止することができ、不活性ガスと、任意選択でさらなる酸素とを封入容器に導入する
ための入り口ポートと、封入容器に最初に存在した空気を抜くための出口ポートとを含む
。従来のデジタル式ワークフローおよび修正デジタル式ワークフローはそれぞれ、所望の
品質の画像を印刷するための特定の特徴および品質と、特定の最終用途用のグラフィック
情報とを有する、結果として得られた印刷版に特定のレリーフ構造を付与する。Ｚｗａｄ
ｌｏによる米国特許第７，２７９，２５４号明細書に開示された別のデジタル式ワークフ
ロー方法は、分離したフィルムの熱画像層にデジタル処理でマスクを形成し、マスクを含
むフィルムを感光性要素に積層し、積層されたマスクフィルムを介して感光性要素を画像
露光することを含む。このように、デジタル式ワークフローは、その使いやすさ、および
望ましい印刷性能により、感光性要素からフレキソ印刷版を製作する望ましい方法として
、広く認められている。
【０００６】
　しかし、品質に関する要求が増え続けているために、現在最新のフレキソ印刷版は、要
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望通りに機能することができず、増え続ける、品質に関する要求を満たすのに苦労してい
る。露光時間は、ランプの出力、ランプからの距離、所望のレリーフ深さ、および感光性
要素の厚さに応じて、数秒から数分まで変わる。感光性要素は、レリーフ印刷版へのその
変換に際して、支持体を介した背面露光と、マスクを介した画像露光と、後露光および仕
上げ露光とを含む３つの異なるステップにおいて化学線で露光されるので、感光性要素が
、これらの各露光時に、一貫した環境に置かれ、均一に分布した化学線を受けるように、
露光装置内に一定の状態を作り出し、これを維持することが特に望ましい。感光性要素に
当たる化学線のエネルギが低すぎる場合、重合反応は、全く始まることができないし、感
光材料の層内の十分な深部で起こることもできず、これは、レリーフ画像の小さく隆起し
た印刷要素の成形に影響を及ぼす。感光性要素に当たる化学線のエネルギが高すぎて、露
光時間が非常に短くなる場合、隆起した印刷要素の成形も不十分になる。隆起した印刷要
素は、平坦な印刷領域から側壁に移行する、隆起した印刷要素の一部であるショルダ部を
有し、側壁は急勾配になりすぎ、小さな点または線は、十分なベース部を有さず、印刷時
に簡単に欠けることがある。
【０００７】
　通常、露光装置は、感光性要素の光重合を起こすのに必要な化学線エネルギを得るため
に複数のランプ管を含む。露光時、複数のランプは、多くの場合、感光性前駆体にきわめ
て接近する。ランプの数量、ランプの感光性要素までの近さ、および露光の持続時間に起
因して、露光時、感光性要素の温度が変わることがある、すなわち、露光時に上がること
がある。感光性要素上の温度を一定に維持し、感光性要素の比較的高温の、または低温の
領域をなくすようにすることも望ましい。特に、画像露光時に、感光性要素の温度変化は
、酸素阻害の作用と、発生する１つまたは複数の光化学反応の速度とに影響を及ぼすこと
があり、したがって、結果として得られる印刷版のレリーフ構造の隆起部分、特に、微細
ハイライトドットの形成に影響を及ぼすことがある。感光性要素は、様々な先行技術の露
光装置で露光され、これらの露光装置では、前駆体は開始時に周囲温度であり、露光の終
了時には周囲よりも高い温度である。一部の露光装置は、感光性要素が載った露光ベッド
を冷却することで、感光性要素の見込まれる温度上昇に対処する。露光ベッドが冷却され
る市販のフラットベッド型露光装置のいくつかの例として、デュポン社（米国、デラウェ
ア州、ウィルミントン）から販売されているＣＹＲＥＬ（登録商標）１０００ＥＣＬＦ、
１０００ＥＣＤＬＦ、ＤＦ１０００ＥＣＬＦ、およびＤＦ２０００ＥＣと、Ｇｌｕｎｚ　
＆　Ｊｅｎｓｅｎ（デンマーク、リングステズ（Ｒｉｎｇｓｔｅｄ））から販売されてい
るＣｏｎｃｅｐｔ　３０２ｅｃ、３０２ｅｃｌｆ、３０２ｅｃｄｌｆ、３０５ｅｄｌｆ、
４００ｅｃ、４００ｅｃｌｆ、および５０１ｅｃと、Ｆｌｉｎｔ（ルクセンブルグ、ルク
センブルグ）から販売されているＮｙｌｏｆｌｅｘ　Ｎｅｘｔ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ＦＩ
Ｉ、Ｎｅｘｔ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ＦＶ、Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ｕｎｉｔ　ＦＩＩＩ、Ｅｘ
ｐｏｓｕｒｅ　ｕｎｉｔ　ＦＩＶ、Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ｕｎｉｔ　ＦＶ、およびＣｏｍｂ
ｉ　ＦＩＩＩとがある。しかし、感光性要素が、冷却された露光ベッドに支持されるとし
ても、それでもなお、感光性要素は、露光時に温度変化を受ける。露光の開始時に、ベッ
ドは冷めており、複数のランプには、感光性要素を温めるだけの十分な時間がなく、露光
が進むにつれて、ランプは感光性要素を温めるが、冷却されるベッドは、感光性要素の大
幅な温度上昇を抑制する。
【０００８】
　単一露光の間に、さらには、感光性要素の１つの露光から異なる感光性要素の別の露光
にわたって、すなわち、一定の期間にわたる、特に、ランプの寿命にわたる複数の感光性
要素の露光の間に、各ランプから放射する放射線、したがって、感光性要素に当たる放射
線の品質および均一性に関しても問題が生じることがある。露光時、感光性要素に当たる
放射線は、感光性要素の露光面全体が均一に照射されるように、露光ベッドの領域全体に
わたって均一に分散しなければならない。複数の光管は、通電された場合に、通常、熱を
発生させ、この熱は、特に、露光装置の内部の閉じた環境において、ランプの温度に影響
を及ぼすことがある。ランプから非常に多量の熱が発生して、ランプが過熱することがあ
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り、ランプを一定の温度、または所望の温度範囲内に維持することが困難になることがあ
る。複数の光管の中のランプ間で、さらには、各ランプの軸方向長さに沿って温度を一定
に維持し、ランプ内で、およびランプ間で、比較的熱い、または冷たい領域がないように
するのが望ましい。Ｂａｒｒａｌらは、米国特許第５，９８３，８００号明細書において
、感光性樹脂版を紫外線にさらすための機械について説明しており、この機械は、ネガと
、感光性樹脂版と、真空を引くために使用される透明薄膜との周辺で、機械上部に冷却空
気の流れを送り、紫外線ランプ列をある程度冷却するファンまたは送風機群を含む。しか
し、比較的熱い、または冷たい領域は、ランプ内で、およびランプ間で発生し得るので、
ランプを冷却するために、単にランプ全体にわたって空気を吹き付けることで、ランプ列
の中のすべてのランプが均一に冷却されるとは限らない。不均一なランプ温度により、ラ
ンプから放射する、したがって、感光性要素に当たる放射線の照射量が不均一になる。
【０００９】
　他の問題は、ランプが使用と共に経年劣化する、すなわち、ランプから放射された照射
量またはランプの輝度が、ランプを使用するにつれて減少することである。積算装置を使
用して、ランプの経年劣化をある程度まで補償することができるが、露光が長くなりすぎ
るか、または感光性要素に所望の光化学反応度を付与するのに不十分である。感光性要素
用の露光装置は、積算装置と呼ばれることもある放射線積算システムを有するとして公知
であり、積算装置は、印刷版が置かれた露光ベッドに照射するランプの輝度を評価する。
積算装置を有する露光ユニットの例として、ＣＹＲＥＬ（登録商標）１０００ＥＣＬＦが
ある。積算システムは、ランプが放射した放射線の強度に応じて、露光時間を補償する。
システムは、入射する放射線を検出する光電セルと、光電セルからの信号を積算する回路
とを含むことができる。これらの露光ユニットの光電セルは通常、放射された放射線の波
長の広域スペクトルを得るためにランプの輝度を測定する。そのような露光制御システム
は、露光値として意図としたものを理論的に導出するべきである。しかし、実際には、露
光は多数の可変因子によって決まるので、任意のかかるシステムで実際に生成される露光
値は、意図した値とは異なる可能性がある。最終的に、ランプエネルギの積算は十分でな
く、すべてのランプを取り外して新たなランプに交換する必要がある。１つまたは複数の
ランプが交換された場合でさえ、光度は、ランプ寿命の最初の２０時間で低下するので、
ランプのこの初期経時変化中に再校正が必要である。ランプの交換に影響する因子は、フ
ード内のランプの物理的な位置と、ランプの経過動作時間と、すべての隣接するランプの
経過動作時間とである。ランプ交換による頻繁な再校正は、印刷版だけでなく、かなりの
製版時間および労力を浪費する可能性がある望ましくないステップである。ランプ交換に
関連した問題およびコストを踏まえて、露光時に、ランプが放射する照射量の均一性およ
び一貫性を犠牲にすることなく、ランプの寿命を延ばすことが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、関連技術の問題を解決し、露光装置を使用して、感光性要素からレリーフ
印刷版を作製する改良型露光装置および方法を提供する必要がある。露光ユニットの１つ
または複数のランプの有効寿命にわたって、一貫して、感光性要素の適切な露光を保証す
るのが望ましい。露光ユニットのランプ交換および再校正に伴う時間、労力、および材料
の発生を防いで、感光性要素の適切な露光を定めることも望ましい。露光用放射線の品質
および均一性を犠牲にすることなく、ランプの寿命を延ばすことも望ましい。得られる印
刷版用レリーフ構造を満足のいくものにするのに必要な感光性要素の適切な露光を保証す
ることも望ましい。感光性要素に当たる化学線の十分に一貫した品質および均一性を実現
できる露光装置の状態を確立および維持する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、感光性要素を化学線で露光する露光装置が提供され、この露光装置は
、感光性要素を支持する露光ベッドと、露光ベッドに隣接して配置されたランプアセンブ
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リであって、互いに隣接して感光性要素を目標照射量の化学線で露光するための少なくと
も２つのランプ、および１つのランプが受け取る電力を調整するために、少なくとも２つ
のランプの少なくとも１つのランプに接続された調整可能な安定器を含むランプアセンブ
リと、露光ベッドに当たる照射量を測定するために、少なくとも２つのランプの少なくと
も１つのランプに隣接して配置されたセンサと、少なくとも１つのランプから放射される
照射量を調整して、目標照射量に一致させるために、測定した照射量と目標照射量との比
較に基づいて、調整可能な安定器への電力を調整するコントローラとを含む。
【００１２】
　本発明の別の態様によれば、感光性要素を放射線で露光するために、露光装置のランプ
から放射する放射線を制御する方法が提供され、この方法は、ａ）互いに隣接する少なく
とも２つの管状ランプと、少なくとも２つのランプの少なくとも１つのランプに接続され
た調整可能な安定器とを含むランプアセンブリを使用して、目標照射量の放射線で露光ベ
ッドに照射し、安定器は、１つのランプが受け取る電力を調整することと、ｂ）少なくと
も１つのランプから放射した照射量を露光ベッドに近接して測定することと、ｃ）少なく
とも１つのランプから放射される照射量を調整して目標照射量に一致させるために、測定
した照射量と目標照射量との比較に基づいて、１つのランプの調整可能な安定器への電力
を調整することとを含む。
【００１３】
　本発明の別の態様によれば、光重合性組成物の層を有する感光性要素からレリーフ印刷
版を作製する方法が提供され、この方法は、少なくとも２つのランプから放射される照射
量が目標照射量であるように、上記の方法に従って、露光装置のランプから放射する放射
線を制御することと、感光性要素を、マスクを介して、目標照射量で放射した放射線で画
像露光し、層の少なくとも硬化部分および少なくとも未硬化部分を形成することと、未硬
化部分を除去するように、露光された要素を処理し、それにより、印刷に適したレリーフ
構造を形成することとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による、感光性要素を露光する装置の一実施形態の概略斜視図であり、ラ
ンプハウジングアセンブリと、平面または平面状の形状を有する感光性要素を支持する露
光ベッドを有するベースアセンブリとを示し、ランプハウジングアセンブリを移動させる
キャリッジアセンブリの一部を示すために、カバーパネルの一部が切り取られた直立ハウ
ジングを示している。
【図２Ａ】図１に示す露光装置の一実施形態の概略正面図であり、ランプハウジングアセ
ンブリが、ベースアセンブリから距離を置いて配置される第１の位置または上側位置から
、ベースアセンブリの露光ベッドに載った感光性要素の上に配置される第２の位置または
下側位置（仮想線）まで移動可能であることを示している。ランプハウジングアセンブリ
の第２の位置は、露光位置または露光ロケーションと称することもできる。
【図２Ｂ】図１に示す露光装置の一実施形態の概略背面図であり、第１の位置および第２
の位置（仮想線）にあるランプハウジングアセンブリを示している。
【図３Ａ】ランプハウジングアセンブリが第１の位置にある図２Ａの３Ａ－３Ａ線に沿っ
て切り取った、図１に示す露光装置の一実施形態の概略側面図であり、少なくとも１つの
ランプおよび少なくとも１つの安定器を有するランプアセンブリの一実施形態、ならびに
空気チャンバおよび少なくとも１つの送風機を有する配気アセンブリの一実施形態を有す
るランプハウジングアセンブリの一実施形態と、少なくとも１つのランプの照射量を測定
するセンサの一実施形態、ならびに露光ベッドの温度を制御する手段の一実施形態を含む
ベースアセンブリの一実施形態とを示している。
【図３Ｂ】ランプハウジングアセンブリが第２の位置にある図２Ａの３Ｂ－３Ｂ線に沿っ
て切り取った、図１に示す露光装置の一実施形態の概略側面図であり、回転した位置でラ
ンプハウジングアセンブリに挿入された可動センサを示している。
【図４】図３の露光装置のランプハウジングアセンブリの一実施形態の概略分解図であり
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、ハウジングカバーと、ガラスシートと、互いにほぼ平行に隣接した複数の管状ランプと
、開口を含むシートである空気チャンバの底部パネルと、空気分散媒体層と、ランプ用の
複数の安定器とを示している。
【図５】図３Ｂの露光装置の一実施形態の５－５線に沿って切り取った、ランプハウジン
グアセンブリの断面およびベースアセンブリの断面の正面側から見た概略部分断面図であ
り、示す断面は、露光ベッドに隣接して第２の位置にあるランプハウジングアセンブリと
ベースアセンブリのベッドの温度を制御する手段とを示す図５の中心線５１（混合破線）
のまわりにほぼ複製できる（可動センサは除く）ほぼ半分の断面であり、感光性要素は、
可動照射量センサのホームポジションおよびホームステーションを示すために破断されて
いる。
【図６Ａ】ハウジングカバーの大部分が削除され、直立ハウジングの背面通気パネルが分
解された、図２Ｂの露光装置の一実施形態の概略的な背面側の図であり、ランプハウジン
グアセンブリを第１の位置から第２の位置に移動させる手段として、キャリッジアセンブ
リを示し、ランプハウジングアセンブリは第１の位置にあり、それぞれが吸気ダクトを有
する２つの送風機を含むランプハウジングアセンブリの空気チャンバを加圧する手段を示
している。
【図６Ｂ】ハウジングカバーの大部分が削除された、図２Ｂの露光装置の一実施形態の概
略的な背面側の図であり、ランプハウジングアセンブリは第２の位置にあり、ランプハウ
ジングアセンブリを第１の位置から第２の位置に移動させる手段として、キャリッジアセ
ンブリを示し、露光時に空気を投入するためにフィルタと対合する２つの送風機の各吸気
ダクトを示している。
【図７Ａ】ベースアセンブリの可動照射量センサ用の移送アセンブリの一実施形態の概略
斜視図である。
【図７Ｂ】図７Ａに示す移送アセンブリおよび可動照射量センサの概略平面図であり、可
動照射量センサの回転した位置を示している。
【図８】図３Ａの露光装置のベースアセンブリの一実施形態の概略分解図であり、露光ベ
ッドに支持された感光性要素の部分破断図と、中で流体が移送され、露光ベッドの加熱お
よび冷却を可能にする少なくとも１つのコイルのアセンブリを含む、露光ベッドの温度を
制御する手段、ならびにコイル内の流体の温度を調整する手段の一実施形態とを示してい
る。
【図９】図８のベースアセンブリの実施形態の露光ベッドの一実施形態の概略的な平面図
であり、感光性要素（図示せず）と露光ベッドの外側面との間から空気を除去する手段と
して、１つまたは複数のチャネルに接続した少なくとも１つのオリフィスを有する露光ベ
ッドの外側面を示している。
【図１０Ａ】図８の露光ベッドの温度制御アセンブリの流体流れの一実施形態の概略図で
あり、マニホルドおよび貯蔵器に接続された、流体を移送するための１つまたは複数のコ
イルを示し、貯蔵器は、流体用の加熱器および冷却機に流体接続している。
【図１０Ｂ】図８の露光ベッドの温度制御アセンブリの流体流れの別の実施形態の概略図
であり、マニホルドおよび貯蔵器に接続された、流体を移送するための１つまたは複数の
コイルを示し、貯蔵器は、流体用の加熱器および冷却機に流体接続している。
【図１１】感光性要素を露光する方法において、１つまたは複数のランプの出力を制御す
る２つの独立した実施形態のいずれか、または両方を使用できる露光装置用の簡略化した
プロセス制御図の一実施形態の概略図である。一実施形態では、露光方法は、モータコン
トローラを介して送風機に接続され、１つまたは複数のランプの温度を測定するためのセ
ンサ、および／または１つまたは複数のランプからの紫外線出力の照射量を測定するセン
サに接続されたプログラム可能なロジックコントローラで、１つまたは複数のランプに当
たる空気を制御することを含む。他の実施形態では、露光方法は、１つまたは複数のラン
プ、調整可能な安定器、および照射量センサに接続されたプログラム可能なロジックコン
トローラを使用することにより、調整可能な安定器と、ランプからの照射出力を測定する
センサとを用いて、ランプの照射出力を調整することを含む。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下の詳細な説明全体にわたって、同じ参照符合は、図面のすべての図解において同じ
要素を指す。
【００１６】
　本発明は、感光性要素を放射線、すなわち、化学線で露光する装置および方法を提供す
る。本明細書において、装置は、ベッド型露光ユニット、フラットベッド型露光ユニット
、または露光装置と称することもできる。本露光装置および方法は、感光性要素の画像露
光、ブランケット露光または全体露光、床部を形成する裏面を介した全体露光、後露光、
および／または光仕上げ露光に使用することができる。ほとんどの実施形態では、本露光
装置および方法は、感光性要素の画像露光に使用される。一部の実施形態では、本装置お
よび方法は、感光性要素が平面または板状の要素である特定の実施形態に関連して説明さ
れるが、本発明はそれに限定されず、円筒形の感光性要素に対処する露光装置での使用も
企図されている。
【００１７】
　本発明は、感光性要素を放射線で露光する露光装置の少なくとも３つの新規で非自明の
実施形態を提供する。本発明はまた、感光性要素を放射線で露光する方法の少なくとも３
つの新規で非自明の実施形態を提供する。本発明はさらに、感光性要素を放射線で露光す
る露光装置のランプから放射した放射線を制御する方法の１つまたは複数の新規で非自明
の実施形態を提供する。露光装置および露光方法に関する本発明の特定の実施形態には、
それらに限定されるものではないが、以下のものが含まれる。
【００１８】
　実施形態１．露光装置は、それらに限定されるものではないが、感光性要素との間の空
気を除去する手段に接続された少なくとも１つのオリフィスを有する露光ベッドと、ベッ
ドの温度を制御して、ベッドの加熱および冷却を可能にするアセンブリと、感光性要素に
照射するように配置された少なくとも１つのランプを有するランプアセンブリとを含む。
【００１９】
　実施形態２．方法は、それらに限定されるものではないが、ベッドの外側面から延びる
少なくとも１つのオリフィスを有する露光ベッドで感光性要素を支持するステップと、感
光性要素と外側面との間の空気を少なくとも１つのオリフィスに通して除去するステップ
と、ベッドの温度を求めるステップと、温度制御された流体を外側面とは反対側のベッド
の面に近接するように移送して、ベッドの温度を目標温度に制御するステップと、流体を
加熱または冷却するステップとを含む。
【００２０】
　実施形態３．露光装置は、それらに限定されるものではないが、それぞれが管の全長お
よび裏面を有する少なくとも２つのランプを含むランプアセンブリであって、すくなくと
も２つのランプは、互いに隣接して感光性要素に放射線を照射するランプアセンブリと、
少なくとも２つのランプの裏面に隣接して配置され、各少なくとも２つのランプに対して
、管の全長に平行に配置された、裏面にある１つまたは複数の開口を有する空気チャンバ
を含む配気アセンブリであって、チャンバは加圧されて、各開口を出て、各ランプの裏面
に当たる同じ、または実質的に同じ体積流量の空気を供給する配気アセンブリと、少なく
とも２つのランプに当たる空気の体積流量を調整するための少なくとも１つの送風機に接
続され、さらに、ランプの少なくとも１つの温度を求めるためのセンサであって、測定し
た温度と目標温度との比較に基づいて空気の体積流量が調整されるセンサ、またはランプ
の少なくとも１つから放射した照射量を測定するセンサであって、測定した照射量と目標
照射量との比較に基づいて空気の体積流量が調整されるセンサのいずれか、または両方か
ら選択されたセンサに接続されたコントローラとを含む。
【００２１】
　実施形態４．方法は、それらに限定されるものではないが、互いに隣接する少なくとも
２つのランプからの放射線を感光性要素に照射し、各ランプは、管の全長および裏面を有
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するステップと、少なくとも２つのランプの裏面に隣接し、各少なくとも２つのランプに
対して、管の全長に平行に整列した１つまたは複数の開口を有する空気チャンバから、所
定の体積流量で各少なくとも２つのランプの裏面に空気を当て、チャンバ内の空気は、各
１つまたは複数の開口から出た空気が均一に分散するように加圧されるステップと、ラン
プの少なくとも１つの温度を測定し、測定した温度と目標温度との比較に基づいて、１つ
または複数の開口を出る空気の体積流量を調整すること、あるいはランプの少なくとも１
つの照射量を測定し、測定した照射量と目標照射量との比較に基づいて、１つまたは複数
の開口を出る空気の体積流量を調整すること、あるいは同じであっても、または異なって
もよい少なくとも１つのランプの温度および少なくとも１つのランプの照射量の両方を測
定し、測定した温度と目標温度との比較に基づいて、さらに、測定した照射量と目標照射
量との比較に基づいて、１つまたは複数の開口を出る空気の体積流量を調整することから
選択することで、少なくとも２つのランプに当たる空気の体積流量を制御するステップと
を含む。
【００２２】
　実施形態５．露光装置は、それらに限定されるものではないが、露光ベッドと、互いに
隣接して、ベッドに放射線を照射する少なくとも２つのランプを含む、露光ベッドに隣接
して配置されたランプアセンブリと、１つのランプが受け取る電力を調整するために、少
なくとも２つのランプの少なくとも１つのランプに接続された調整可能な安定器と、照射
量を測定するために、少なくとも２つのランプの少なくとも１つのランプに隣接して配置
されたセンサと、少なくとも１つのランプから放射される照射量を目標照射量に合致する
ように調整する調整可能な安定器への電力を調整するコントローラとを含む。
【００２３】
　実施形態６．方法は、それらに限定されるものではないが、互いに隣接する少なくとも
２つの管状ランプと、少なくとも２つのランプの少なくとも１つのランプに接続された調
整可能な安定器とを含むランプアセンブリを使用して、露光ベッドに放射線を照射し、安
定器は、少なくとも１つのランプが受け取る電力を調整するステップと、露光ベッドに近
接した少なくとも２つのランプの１つのランプからの照射量を測定するステップと、少な
くとも１つのランプから放射される照射量を目標照射量に合致するように調整するために
、測定した照射量と目標照射量との比較に基づいて、１つのランプの安定器への電力を調
整するステップとを含む。
【００２４】
　上記の実施形態１～６のいずれも、相互に排他的でない限り、他の実施形態の１つまた
は複数と組み合わせることができる。当業者には、どの実施形態が相互に排他的であるか
が分かるであろうし、したがって、本願によって企図された実施形態の組み合わせを容易
に特定できるであろう。
【００２５】
　「化学線」とは、感光性組成物の物理または化学特性を変える１つまたは複数の反応を
開始することができる放射線を指す。化学線は、紫外線、可視光、および電子ビーム放射
線を含むことができる。一実施形態では、化学線とは、紫外領域の波長を有する放射線を
指す。別の施形態では、化学線とは、可視領域の波長を有する放射線を指す。別の実施形
態では、化学線とは、紫外および可視領域の波長を有する放射線を指す。化学線としての
紫外線の例には、それらに限定されるものではないが、３２０ナノメータ（ｎｍ）～４０
０ｎｍの波長域に入るＵＶ－Ａ放射線と、２８０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲に入る波長を有
する放射線であるＵＶ－Ｂ放射線と、１００ｎｍ～２８０ｎｍの範囲に入る波長を有する
放射線であるＵＶ－Ｃ放射線と、４００ｎｍ～８００ｎｍの範囲に入る波長を有する放射
線であるＵＶ－Ｖ放射線とがある。
【００２６】
　「吸収ピーク」または「ピーク活性化放射線」とは、材料が、光波を打ち込まれた場合
に常に最も多くのパワーを吸収する波長または周波数を指す。「吸収スペクトル」とは、
連続供給源からの放射エネルギが吸収媒体を通過することで得られる一連の吸収線および
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吸収帯域を指す。
【００２７】
　「放射ピーク」または「ピーク放射」とは、放射線源が最も大きな出力を放射する波長
または周波数を指す。
【００２８】
　「放射スペクトル」とは、様々な形態のエネルギのいずれかによって励起された任意の
放射源からの放射線が分散するときに生じる電磁スペクトルを指す。
【００２９】
　「照射量」とは、表面に入射した、単位面積当たりの電磁放射線のパワーを指し、Ｗ／
ｍ2またはｍＷ／ｃｍ2で表される。特に、本発明の場合、電磁放射線は、物理または化学
特性を変える１つまたは複数の反応を開始できる放射線であり、言い換えると、感光性要
素に入射する、単位面積当たりの化学線である。照射量は、本明細書において、放射線の
強度と称することもできる。
【００３０】
　「室温」または等価的に「周囲温度」という用語は、当業者に公知のように、その通常
の意味をもち、典型的には、約１６℃（６０°Ｆ）～約３２℃（９０°Ｆ）の範囲内の温
度を含む。
【００３１】
　感光性要素は、未硬化状態、硬化状態、または部分的に硬化した状態を取り得る組成物
層を含む。一部の実施形態では、感光性要素は、化学線に反応する、すなわち、感光性で
ある組成物の層を含み、したがって、感光性要素の組成物層は、本発明による露光前に、
未硬化である、または架橋されていない。ほとんどの実施形態では、感光性要素は、画像
露光されるべき感光性組成物層を露光するために、感光性要素の外側面に載った、または
隣接したマスクを含む。マスクは、当業者にとって従来からの任意の方法によって形成す
ることができる。他の実施形態では、感光性要素は、感光性組成物層を全体的に硬化させ
る、または架橋するために本装置内で露光されるブランケットとすることができる。全体
的に硬化した感光性要素は、次に、印刷に適したレリーフ面を形成するために彫刻するこ
とができる。他の実施形態では、感光性要素のレリーフ面は、化学線で露光され、ひいて
は、硬化された、すなわち、光硬化された、または架橋された感光性構成物の層から形成
されたレリーフ面を光仕上げする、または粘着性を取るために、本装置内で露光すること
ができる。さらに別の実施形態では、感光性要素は、組成物の層から形成されたレリーフ
面を含み、この組成物の層から形成されたレリーフ面は、化学線で露光されて実質的に硬
化しているが、それでもなお、化学線に反応し、したがって、レリーフ面の硬化、すなわ
ち架橋を完了するために、本装置により、化学線で露光することができ、これは、後露光
と呼ばれることもある。感光性要素は、本明細書において、光重合性要素、感光性前駆体
、印刷前駆体、または前駆体と称することができる。
【００３２】
露光装置
　図１は、ベースアセンブリ１２およびランプハウジングアセンブリ１４を含む、本発明
による前駆体２０を露光する露光装置１０の一実施形態を示している。ベースアセンブリ
１２およびランプハウジングアセンブリ１４はそれぞれ、露光装置１０の動作可能部分を
囲むように、１つまたは複数のフレームに結合した複数のカバーパネル１６を含む。ベー
スアセンブリ１２は、感光性要素または前駆体２０を支持する外側面２８を備えた第１の
側２６を有する露光ベッド２５を含む。ほとんどの実施形態では、前駆体２０は、露光ベ
ッド２５の中心に置かれる、または中心に配置される。ランプハウジングアセンブリ１４
は、露光位置において、前駆体２０を化学線で露光するために、少なくとも１つの送風機
３０、および装置１０の一部の実施形態では少なくとも１つのランプ３２、または装置１
０の他の実施形態では少なくとも２つのランプ３２を含む。本露光装置１０および方法は
、前駆体が原位置マスクを含み、大気酸素の存在下で、原位置マスクを介して画像露光さ
れる従来のデジタル式ワークフローに有用であり、特定の利益をもたらす。
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【００３３】
　本露光装置１０および方法はまた、修正されたデジタル式ワークフローおよびアナログ
式ワークフローのそれぞれに必要な特徴部が装置に組み込まれていることを条件として、
これらのワークフローにとって有益であり得る。露光装置１０は、本明細書で説明される
以下の特徴部、すなわち、温度制御型露光ベッド、ならびに／または少なくとも１つのラ
ンプの温度および／もしくは照射量を制御するための配気アセンブリを有するランプアセ
ンブリ、ならびに／または前駆体を化学線で露光するために、１つまたは複数のランプが
受け取る電力を調整する、１つまたは複数のランプに接続された調整可能な安定器を含む
ランプアセンブリ、の１つまたは複数を、単独でまたは任意の組み合わせで実施形態とし
て含む。ほとんどの実施形態では、露光装置１０は、マスクを介して前駆体を紫外線など
の化学線で露光する、すなわち画像露光するためのこれらの特徴部のすべてを含む。他の
実施形態では、露光装置１０は、これらの特徴部の１つ、または２つの組み合わせを含む
。任意選択で、１つまたは複数の特徴部を含む、画像露光可能な露光装置は、光仕上げお
よび／または後露光に対処するさらなる露光ステーションを含むことができる。図１に示
す実施形態では、ベースアセンブリ１２は、前駆体を光仕上げ露光する、かつ／または後
露光するオプションの露光に対処する２つの引き出し１３ａ、１３ｂを含み、一方の引き
出し１３ａは、ＵＶ－Ｃを放射するランプ（図示せず）、および／またはＵＶ－Ａ放射線
を放射するランプ（図示せず）を含み、第２の引き出し１３ｂは、１つまたは複数の露光
用の前駆体を収容する。分かりやすくするために、さらなる露光ステーションの引き出し
の細部および内部は示されていない。ベースアセンブリ１２およびランプハウジングアセ
ンブリ１４については、下記にさらに詳細に説明される。
【００３４】
　図１に示す実施形態では、ベースアセンブリ１２の裏面とランプハウジングアセンブリ
１４の裏面との間に、キャリッジアセンブリ３６を有する直立ハウジング３５があり、キ
ャリッジアセンブリ３６は、ランプハウジングアセンブリ１４をベースアセンブリ１２よ
りも上で片持ち式に支持し、ランプハウジングアセンブリ１４を少なくとも２つの位置間
で移動させる。露光装置１０のこの実施形態は、トップリフト露光装置と称することがで
きる。図１において、直立ハウジング３５のカバーパネル１６の一部分は、キャリッジア
センブリ３６を示すために削除されており、キャリッジアセンブリ３６は、ベースアセン
ブリ１２およびランプハウジングアセンブリ１４に対して直角である２つの直立部材３８
と、ランプハウジングアセンブリ１４を直立部材３８上で移動させる手段とを含む。直立
ハウジング３５の上部で、ランプハウジングアセンブリ１４の裏面の位置には、直進ベア
リングがあり、各直線ベアリングは、直立部材に沿ってスライドまたは移動するように、
直立部材３８の一方と係合する。
【００３５】
　ランプハウジングアセンブリ１４を移動させる手段４０を含むキャリッジアセンブリ３
６は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図６Ａ、および図６Ｂに示されている。ランプハウジング
アセンブリ１４を移動させる手段４０は、ランプハウジングアセンブリを移動させるよう
に構成され、ロッド４４に連結されたギヤボックス４２を動作させる駆動モータ４１を含
む。ロッド４４の各端部にはスプロケットホイール４６ａがあり、スプロケットホイール
４６ａは、歯付きベルトまたはギヤベルト４８と係合している。同様にギヤベルト４８と
係合しているスプロケットホイール４６ｂを含む端部を有する第２のロッド４９は、直立
ハウジング３５の上部に、または上部の近くに取り付けられている。直進ベアリング５０
は、垂直方向の移送用に、各直立部材３８に取り付けられている。直進ベアリング５０は
、ギヤベルト４８に連結され、ランプハウジングアセンブリ１４のフレームに取り付けら
れたハウジングを含む。駆動モータ４２を作動させて、ギヤボックス４２が、ギヤベルト
４８と係合したスプロケットホイール４６ａを有するロッド４２を回転させるようにする
ことで、ランプハウジングアセンブリ１４は、直立部材３８に沿って上下に移動する。ギ
ヤベルト４８は、スプロケットホイール４６ａ、４６ｂのまわりを移動し、直進ベアリン
グ５０に連結されているので、直進ベアリング５０は、直立部材３８に沿って移動し、そ
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れにより、ハウジングアセンブリ１４を第１の位置Ｌｈと第２の位置Ｌｅとの間で移送す
る。ランプハウジングアセンブリ１４の第１の位置Ｌｈはホーム位置であり、図１、図２
Ａに示すように、このホーム位置は、ベースアセンブリ１２から隔てられて、前駆体２０
を露光ベッド２５に載せるのを可能にする。ランプハウジングアセンブリ１４の第２の位
置Ｌｅは露光位置であり、図２Ａおよび図２Ｂに仮想線で示すように、この露光位置では
、ランプハウジングアセンブリ１４が、露光ベッド２５の上で、露光ベッド２５に隣接し
、かつきわめて接近して配置される。露光位置Ｌｅでは、ランプハウジングアセンブリ１
４の少なくとも１つのランプ３２は、露光ベッド２５上の前駆体２０に平行である。
【００３６】
　図５は、ベースアセンブリ１２の露光ベッド２５に隣接する第２の位置Ｌｅにあるラン
プハウジングアセンブリ１４を示しており、示した断面は、図５の中心線５１（混合破線
）の回りにほぼ複製できる（可動センサ７０を除く）、ランプハウジングアセンブリと、
露光ベッド２５と、ベッドの温度を制御するアセンブリ６５とからなる略半断面を示して
いる。ランプハウジングアセンブリ１４は、周縁安全スイッチバー５２をさらに含み、こ
の安全スイッチバー５２は、接触されるか、またはベースアセンブリ１２の上側面に接触
した場合に、ランプハウジングアセンブリ１４の移動を停止させる。露光位置Ｌｅにある
場合、ランプハウジングアセンブリ１４のハウジングは、安全スイッチバー５２と共に露
光ベッド２５を囲み、前駆体２０を閉じ込める。ランプハウジングのカバーパネルは、露
光時に、放射線が逃げるのを防止する、または実質的に防止する。一部の実施形態では、
安全スイッチバーは、ランプハウジングアセンブリ１４のベースアセンブリ１２に向かう
移動を停止させるスイッチに連結された安全レールである。
【００３７】
　一部の実施形態では、図５に示すように、ランプハウジングアセンブリ１４は、安全ス
イッチバー５２よりも小さい周縁を有する周縁シール５３をさらに含む。周縁シール５３
は、フレーム部材上にあるオプションのガラスプレート１１０などの、ランプハウジング
アセンブリ１４の１つまたは複数の構造要素と共に、およびベースアセンブリ１２の上側
面と共に、修正デジタル式ワークフロー用の封入容器５８を形成している。修正デジタル
露光のワークフローは、米国特許第８，２４１，８３５号明細書、および同第８，２３６
，４７９号明細書に開示されているように、原位置マスクを有する前駆体を画像露光する
ために、封入容器５８内に、不活性ガスと、１９０，０００～１００ｐｐｍの濃度の酸素
とからなる環境を作り出す。
【００３８】
　露光装置１０は、メインスイッチ５４と、露光される前駆体に関してオペレータが情報
を入力し、露光装置の動作を監視および制御するためのディスプレイおよび一連のセレク
タを有する制御パネル５５とをさらに含む。露光装置１０はまた、露光装置１０の構成要
素に電子的に接続され、センサを用いて、露光装置１０の何らかの特定の状態を観測し、
各観測した状態を所望の、または目標の値と比較し、次いで、必要に応じて、現在の状態
を変える対策を取る、または対策を取らせることができる少なくとも１つのコントローラ
５６（仮想線で示す）またはコンピュータおよび１つまたは複数の調整器を含む。ほとん
どの実施形態では、コントローラ５６は、ＰＬＣまたはプログラマブルコントローラと呼
ばれることもあるプログラマブルロジックコントローラであり、このプログラマブルロジ
ックコントローラは、制御、順序付け、および連動ロジックなどの、本明細書に記載した
電気機械装置の自動化に使用されるデジタルコンピュータである。露光装置の別の実施形
態（図示せず）では、ランプハウジングアセンブリは、各アセンブリの共通辺に連結した
１つまたは複数のヒンジでベースアセンブリに取り付けることができ、これらのアセンブ
リは、クラムシェルユニットと称することができる。前駆体を露光ベッドに載せる場合、
ランプハウジングアセンブリは、１つまたは複数のヒンジによって回転して、ベースから
離れる方向に傾斜する。露光位置を取る場合、ランプハウジングアセンブリはベースに向
かって回転して、ランプハウジングアセンブリの少なくとも１つのランプが、露光ベッド
上の前駆体に対して平行になる。
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【００３９】
ベースアセンブリ
　図３Ａ、図３Ｂ、図５、および図８～１０に示すように、ベースアセンブリ１２は、第
１の側２６および第１の側２６とは反対側の第２の側２７を有する露光ベッド２５と、前
駆体と露光ベッド２５の第１の側２６の外側面との間の空気を除去する手段６０と、露光
ベッドの加熱および冷却を可能にして、それにより、前駆体２０を加熱および冷却するよ
うに、露光ベッド２５の温度を制御するアセンブリ６５とをさらに含む。
【００４０】
　示した実施形態では、装置１０は、修正デジタル式ワークフローだけでなく、大気酸素
の存在下で行われる従来のデジタル式ワークフローに対処する。露光ベッド２５は、窒素
などの不活性ガスおよび圧縮空気を封入容器５８に導入して、不活性ガスと１９０，００
０ｐｐｍ～１００ｐｐｍの濃度の酸素とからなる、米国特許第８，２４１，８３５号明細
書で開示されている修正デジタル画像露光用の望ましい環境を作り出すための一連のポー
ト６６を含む。露光装置１０は、前駆体の修正デジタル画像露光を行うことを可能にする
ポート６６と、窒素６８ａおよび圧縮空気６８ｂのガス供給源と、配管とを含むことが望
ましいが、これらの能力はオプションであり、本発明の露光装置１０および方法は、この
能力に依存しない。一部の実施形態では、画像露光中に、封入容器５８内のガスは、シー
ル５３から漏れて、装置１０の内部に出て行くことがあり、最終的に、部屋または外部に
排出される。
【００４１】
　ランプハウジングアセンブリ１４の１つまたは複数のランプ３２から放射する照射量を
求めるための走査型センサ７０は、露光ベッド２５の裏面の近くで、直立ハウジング３５
に隣接する。図１に示すように、走査型センサ７０は、そのホームステーションＳｈに配
置されている。走査型センサ７０は、走査型照射量センサ７０を、露光ベッド２５の裏面
で直立ハウジング３５の近くにある通路に沿って、１つから２つ以上の位置に移動させる
移送アセンブリ６２を含む。ベースアセンブリ１２と共に物理的に配置されているが、移
送アセンブリ７２および走査型照射量センサ７０については、ランプハウジングアセンブ
リ１４およびランプを作動させる方法に関連してさらに説明される。
【００４２】
　本露光装置１０および使用方法の一実施形態では、露光時に、すなわち、ランプアセン
ブリ１４の１つまたは複数のランプ３２による放射線での露光の開始から終わりまで、前
駆体２０を一定または実質的に一定の温度に、あるいは狭い温度範囲に維持することが望
ましい。レリーフ画像の品質は、露光時に、すなわち、１つまたは複数のランプによる照
射の開始から終わりまで、前駆体の温度を一定または実質的に一定に維持することで改善
することができる。ほとんどの実施形態では、露光時の前駆体２０の温度は、約３５℃未
満の目標温度に維持される。一部の実施形態では、前駆体２０は、以下の値、２０℃、２
１℃、２２℃、２３℃、２４℃、２５℃、２６℃、２７℃、２８℃、２９℃、３０℃、３
１℃、３２℃、３３℃、３４℃、３５℃の間の目標温度、および任意選択でこれらの値の
任意の２つを含む目標温度に維持される。一部の他の実施形態では、露光時、前駆体２０
は、２０～３５℃の中から選択された温度±３℃の狭い温度範囲で一定に、またはほぼ一
定に維持される。ほとんどの実施形態では、前駆体２０は、露光が始まる前に平衡に達し
て目標温度になることができ、次いで、露光中に目標温度または目標温度範囲内に維持さ
れて露光を終える。
【００４３】
　露光ベッド２５は金属でできており、その理由は、金属の熱伝導率により、露光ベッド
が、温度制御アセンブリ６５による調整にすばやく応答して、ベッドの温度を目標温度ま
たは目標温度範囲内に維持することが可能になり、そのため、前駆体２０がその目標温度
に維持されるからである。一部の実施形態では、露光ベッド２５はアルミニウムで作製さ
れる。一部の他の実施形態では、露光ベッド２５は、１つまたは複数の銅板を埋め込んだ
アルミニウムで作製される。露光ベッドの加熱および冷却を可能にする露光ベッド２５用
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の温度制御アセンブリ６５は、前駆体を露光ベッドの外側面２８と密着させる、前駆体２
０と外側面２８との間から空気を除去する手段６０と共に、露光前に、前駆体を目標温度
または所定の温度範囲内にして、露光中に、前駆体を目標温度または目標温度範囲に維持
する。露光装置１０が、前駆体２０の画像露光に使用される実施形態では、裏面２１また
は感光前駆体用の支持体を含む側は、ベッドの外側面２８に接触する。加熱および冷却す
ることができる露光ベッド２５に前駆体２０を密着させる能力は、周囲の状態にかかわら
ず、前駆体の温度が維持されることを可能にし、前駆体に作用する１つまたは複数のラン
プによる加温効果を無効にする。この能力はまた、露光される前駆体の特定のタイプに応
じて、すなわち、異なる感光性組成物および／または増設層を有する前駆体に応じて、な
らびに／あるいは熱または溶液による処理のために、露光ベッド２５の目標温度を調整す
る、または最適化することを可能にする。
【００４４】
　一部の実施形態では、前駆体２０の温度は、前駆体上の１つまたは複数の位置で取り込
むことができ、１つまたは複数の赤外線センサ（図示せず）で測定することができる。ほ
とんどの実施形態では、前駆体２０の温度は直接測定されないが、露光ベッド２５の温度
がセンサ７３を用いて測定され、それにより、前駆体を所望の温度に維持する。露光ベッ
ド２５の温度は、露光の前に確立され、露光中に、約３８℃未満の目標温度に維持され、
典型的には、２０～３５℃の目標温度、または目標温度範囲内に確立および維持される。
一部の実施形態では、露光ベッド２５は、以下の値、２０℃、２１℃、２２℃、２３℃、
２４℃、２５℃、２６℃、２７℃、２８℃、２９℃、３０℃、３１℃、３２℃、３３℃、
３４℃、３５℃、３６℃、３７℃、３８℃の間の目標温度、および任意選択でこれらの値
の任意の２つを含む目標温度に確立および維持される。一部の他の実施形態では、露光ベ
ッド２５は、２４～３１℃から選択された温度±２℃の温度範囲で一定に、またはほぼ一
定に維持される。一実施形態では、露光ベッド２５の測定した温度は、前駆体２０の実際
の温度からずれる。しかし、実験を通じて、２つの温度、すなわち、露光ベッドの温度と
前駆体の温度との間のずれは既知であり、露光用として、露光時に、前駆体２０を所望の
目標温度にするように、露光ベッド２５の目標温度を設定することで補償される。一部の
実施形態では、露光ベッド２５に配置された場合に、前駆体２０の温度は直ちに平衡に達
して、露光ベッドの目標温度になる。これは、前駆体２０が室温で保管された場合で、か
つ／または前駆体が比較的薄い、すなわち、典型的には１１２ミル（０．２８ｃｍ）未満
の厚さ（すなわち、感光層および支持体の厚さ）を有する場合に起こる。
【００４５】
　露光ベッド２５の外側面２８は、真空源などの、前駆体２０と外側面との間の空気を除
去する手段６０に接続された少なくとも１つのオリフィス７４を含む。少なくとも１つの
オリフィス７４は、露光ベッド２５上で中心に配置されるので、任意の大きさ、すなわち
平面領域の前駆体は、露光ベッドに配置された場合に、１つまたは複数のオリフィス７４
のすべてを覆う。前駆体２０と露光ベッド２５の外側面２８との間の空気が、前駆体を外
側面に均一に、または実質的に均一に接触させるだけ十分に除去されることが可能で、前
駆体と外側面との間の空気ポケットに溜まらないことを条件として、オリフィス７４の数
量は特に限定されない。オリフィスが少なすぎると、空気を除去するのに過度の減圧が必
要になることがあり、かつ／または前駆体２０がオリフィス７４に吸い込まれることがあ
り、その結果、１つまたは複数のアーチファクトが前駆体に形成されたり、または前駆体
を印刷版にするさらなる作製ステップの後、アーチファクトが出現したりすることがある
。オリフィスが多すぎると、露光ベッドの温度を維持する露光ベッド２５の能力が影響を
受け、かつ／または前駆体２０を支持し、前駆体２０に接触する露光ベッドの外側面の実
質的な均一性が阻害され、したがって、露光中に、前駆体の温度を実質的に一定に維持す
ることが困難になることがある。一実施形態では、露光ベッド２５は、均等に、および幾
何学的に離間し、外側面２８上で中心に配置された４つのオリフィス７４を含む。前駆体
２０と外側面２８との間に空気を捕捉することなく、空気が均一に除去され得るならば、
２つ以上のオリフィス７４が、必ずしも幾何学的に、または均等に離間する必要はない。
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ほとんどの実施形態では、少なくとも１つのオリフィス７４は、露光ベッド２５の第１の
側２６から第２の側２７までの空気路７５を形成し、接続器７６は、ベッドの第２の側２
７で通路７５の端部に配置され、オリフィス７４を空気管７７またはチューブを介して、
前駆体とベッド２５との間の空気を除去する手段６０としての真空源７９に接続する。前
駆体２０と外側面２８との間の空気を除去する手段６０は、真空または負圧を形成する真
空源であり、ほとんどの実施形態では真空ポンプである。前駆体２０と露光ベッド２５と
の間の空気を除去するように構成できる、空気を除去する手段６０の代替の実施形態、例
えば、負圧をもたらすように動作する送風機、またはベンチュリ、または現場もしくは設
備で行われる様々な作業用のハウスバキュームなどを検討することは、十分に当業者の技
術の範囲内である。
【００４６】
　任意選択として、一実施形態では、露光ベッド２５の第１の側２６は、オリフィス７４
の少なくとも１つに接続された１つまたは複数のチャネル７８を含む。１つまたは複数の
チャネル７８は、ベッド２５の外側面２８に入り込んだ溝であり、空気を１つまたは複数
のオリフィス７４に送る通路を形成し、前駆体２０と外側面２８との間の空気の除去を容
易にする。各１つまたは複数のチャネル７８は、ベッド２５の外側面２８において、深さ
および幅を有する。チャネルの深さは特に限定されないが、ほとんどの実施形態では、チ
ャネル７８は、０．５～１．１ｍｍの深さを有することができる。チャネルの幅は、真空
源６０によって、空気が前駆体と外側面２８との間から除去されるときに、前駆体２０が
チャネル７８に引き込まれるほど広くすべきではなく、その理由は、これが、前駆体にア
ーチファクトを形成する恐れがあるからである。チャネル７８は、以下の値、０．５ｍｍ
、０．６ｍｍ、０．７ｍｍ、０．８ｍｍ、０．９ｍｍ、１．０ｍｍ、１．１ｍｍ、１．２
ｍｍ、１．３ｍｍ、１．４ｍｍ、１．５ｍｍの間の幅、および、任意選択で、これらの値
の任意の２つを含む幅を有する。一部の実施形態では、チャネル７９の幅は１．０～１．
４ｍｍである。１つを超えるチャネル７８が存在する場合、各チャネルの幅および深さは
異なってよい。別の実施形態では、任意選択で、露光ベッド２５の外側面２８は、空気を
除去する、または前駆体２０と外側面との間の混入空気をなくすために、きめを粗くする
、または粗面化することができる。一部の実施形態では、外側面２８は、チャネル２８お
よびテクスチャ面の両方を含むことができる。例えば、寸法が２２０ｍｍ未満　ｘ　２５
０ｍｍの小さい前駆体の場合、前駆体２０と外側面２８との間の空気を除去するのに、１
つのオリフィス７４だけで十分であり得る。例えば、最大寸法が１０６７ｍｍ　ｘ　１５
２４ｍｍの大きな前駆体の場合、４つのオリフィス７４を複数の接続チャネル７８と組み
合わせれば、前駆体２０と外側面２８との間の空気を除去するのに十分であり得る。
【００４７】
　前駆体２０が、露光を行うために露光ベッド２５に配置されると、１つまたは複数のオ
リフィス７４およびオプションのチャネル７８は、前駆体によって覆われる。なお、本発
明では、空気を除去し、前駆体２０と外側面２８との間の密着を保証するために使用され
る１つまたは複数のオリフィス７４は、ネガが、透明薄膜または真空ホイルと真空引きと
を用いて、前駆体２０の支持側２１とは反対の側に密着するアナログ式ワークフローで使
用することを意図されていない。アナログ式ワークフローでは、ネガを前駆体に向けて真
空吸引するための開口が、露光ベッドの周縁に配置される。本発明では、空気を除去し、
前駆体２０と外側面２８との間の密着を保証するのに使用される１つまたは複数のオリフ
ィス７４を中心に配置することと、１つまたは複数のオリフィス７４を覆って前駆体を配
置することとにより、アナログ式ワークフロー用に必要な真空を引く能力が阻害される。
前駆体２０とベッド２５の外側面２８との間の空気を除去する本方法は、アナログ露光の
ワークフローに使用される透明薄膜またはカバーのない状態で行われる。
【００４８】
　ベースアセンブリ１２は、露光ベッド２５の温度を制御するアセンブリ６５を含み、ア
センブリ６５は、ベッドの第２の側２７に隣接し、ベッドを加熱および冷却する。ベッド
２５用の温度制御アセンブリ６５は、中で流体が移送される少なくとも１つのコイル８２
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と、流体の温度を調整または変更する手段８４とを含む。一実施形態では、少なくとも１
つのコイル８２は、コイル８２から露光ベッドへの加熱力および／または冷却力の伝達を
手助けするシリコーン系材料を用いて、露光ベッド２５の第２の側２７と接触して取り付
けられる。コイル８２は金属でできており、例えば、銅またはアルミニウムとすることが
できる。ほとんどの実施形態では、２つ以上のコイル８２があり、各コイル８２は実質的
に同じであり、長さおよび直径を有しており、この長さおよび直径は、コイル８２を通る
流体の流れを均一にするように同じであり、したがって、コイルを一様に、同じ、または
実質的に同じ温度に維持することができる。各２つ以上のコイル８２は、各コイルに流体
を供給するためのマニホルド８５に接続された入り口を有し、流体をマニホルドの分離さ
れた部分に戻す出口を有する。
【００４９】
　露光ベッド２５用の温度制御アセンブリ６５はまた、マニホルド８５への流体入り口８
３ａとマニホルドからの流体出口８３ｂとの間に挿入された貯蔵器８６を含むことができ
る。温度制御アセンブリ６５の流体流れの一実施形態が図１０Ａに示されている。温度制
御アセンブリ６５の流体流れの別の実施形態が図１０Ｂに示されている。貯蔵器８６は、
１つまたは複数のコイル８２およびマニホルド８５の一部分から出た流体を受け入れ、流
体をマニホルドに供給する。流体は、１つまたは複数のポンプ８７および弁９２を使用し
て、１つまたは複数のコイル８２、マニホルド８５、導管９０、および貯蔵器８６を連続
的に循環する。流体の温度を変える手段８４は、コイル中を移送される流体の温度を変え
るように構成され、加熱器８８と冷却機８９とを含む。図１０Ａの実施形態では、各加熱
器８８および冷却機８９は、導管で貯蔵器８６に接続されて、貯蔵器から流体を受け取り
、流体を加熱または冷却してから流体を貯蔵器に戻す。図１０Ｂの実施形態では、加熱器
８８および冷却機８９は、導管９０でそれぞれ接続されて、貯蔵器８６から流体を受け取
り、流体を加熱または冷却してから、流体をマニホルド８５に送る。この実施形態はまた
、貯蔵器８６とマニホルド８５との間の流体流れ用の別の導管９０ａおよび弁９２ｃを設
けている。流体の温度を変える手段８４は、導管９０、９０ａおよびヒータ８８および冷
却機８９を経由して流体を移送するための１つまたは複数のポンプ８７を含むことができ
る。露光ベッド２５の温度を維持し、前駆体２０を目標温度に維持するために、露光ベッ
ド２５を加熱する必要がある場合、弁９２ａは、流体を貯蔵器８６から加熱器８８に送る
ように動作し、加熱器８８は、貯蔵器に戻る流体の温度を上げ、この流体は、次いで、マ
ニホルド８５に供給され、マニホルド８５は、流体をコイル８２に配給する。ほとんどの
事例では、露光ベッド２５の加熱は、露光の開始前で、前駆体２０がベッドに置かれる前
か、または後に行われる。露光ベッド２５の温度を維持し、前駆体２０を目標温度に維持
するために、露光ベッド２５を冷却する必要がある場合、弁９２ｂは、流体を貯蔵器８６
から冷却機８９に送るように動作し、冷却機８９は、貯蔵器に戻る流体の温度を下げ、こ
の流体は、次いで、マニホルド８５に供給され、マニホルド８５は、流体をコイル８２に
配給する。ほとんどの事例では、露光ベッド２５の冷却は、前駆体２０の露光中に行われ
る。ほとんどの実施形態では、１つまたは複数のコイル８２の中を移動する流体は水であ
る。露光ベッド２５の温度は、露光ベッドの第２の側２８で中心位置に配置された１つま
たは複数の接触センサ７３あるいは赤外線センサによって測定することができる。一部の
実施形態では、露光ベッド２５の温度は、露光ベッド全体を表すと考えられる１つの位置
だけで測定される。
【００５０】
　動作時、ランプハウジングアセンブリ１４は第１の位置Ｌｈにあり、露光ベッド２５用
の温度制御アセンブリ６５の１つまたは複数のポンプ８７が作動されて、流体をコイル８
２、マニホルド８５、および貯蔵器８６を経由して循環させる。露光ベッド２５の温度は
、ベッドの第２の側２７の温度センサ７３を用いて求められ、ベッドの目標温度と比較さ
れる。ベッド２５の温度は、流体をコイル８２に通して移送し、流体を加熱または冷却す
ることで目標温度に制御される。露光ベッド２５は、コイル８２と露光ベッドの第２の側
２７とが接触することと、流体とベッドおよびコイルの材料との熱伝導率とにより、露光
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ベッドの目標温度に達してその温度に維持される。図１０Ｂに示す実施形態の流体流れを
特に参照すると、流体は、ポンプ８７を用いて、コイル８２、マニホルド８５、導管９０
ａ、および貯蔵器８６を連続して循環し、弁９２ｃは開き、弁９２ａ、９２ｂは閉じてい
る。プログラム可能なロジックコントローラ５６は、必要に応じて、コイル８２、導管９
０、および貯蔵器８６を通る流体を適切に加熱および冷却し、再循環させることで、露光
ベッド２５の温度を制御するために使用される。ベッド２５の測定した温度が目標温度未
満の場合、流体の温度を調整する手段８４が作動し、弁９２ｃは閉じ、弁９２ａは開いて
、貯蔵器８６内の流体を加熱器８８に通して送り、温めた流体は、マニホルド８５および
コイル８２に供給され、温めた流体は、次いで、貯蔵器８６に戻る。ベッドの測定した温
度が目標温度を超える場合、流体の温度を調整する手段８４が作動し、弁９２ｃは閉じ、
弁９２ｂは開いて、貯蔵器８６内の流体を冷却機８９に通して送り、冷却した流体は、マ
ニホルド８５およびコイル８２に供給され、冷却した流体は、次いで、貯蔵器８６に戻る
。両方の状態において、流体は、露光ベッド２５が目標温度または目標温度範囲内に達す
るまで、流体の温度を調整する手段８４を循環し続け、目標温度に達した時点で、弁９２
ａ、９２ｂは閉じ、弁９２ｃは開いて、ベッドの温度を制御するアセンブリ６５を通る流
体の循環が続く。通常、前駆体２０の露光中に、露光ベッド２５は加熱され、流体冷却器
の温度を調整する手段８４が作動して、ベッドを目標温度または目標温度範囲に維持する
。露光ベッドの温度制御アセンブリ６５がない場合、例えば、１７－２０ｍＷ／ｃｍ2で
約１５分の露光中に、露光ベッド２５および前駆体２０の温度は１０℃程度上昇する。
【００５１】
　露光ベッド２５が目標温度に達した後、前駆体２０は、露光ベッドの外側面２８上で中
心位置に置かれて、４つのオリフィス７４および複数のチャネル７８を覆う。前駆体２０
は、露光中に露光ベッド２５の所定の位置に静止して留まる。一実施形態では、前駆体２
０は原位置マスクを含み、前駆体は、原位置マスクを介して画像露光を行うために、原位
置マスクがランプハウジングアセンブリ１４の１つまたは複数のランプ３２に対向する向
きに置かれる。前駆体２０が室温で保管される場合、前駆体は、露光ベッド２５の温度に
すばやく調整され、その目標温度に達する。一部の実施形態では、前駆体２０は、露光ベ
ッドに置かれたときに、目標露光ベッド温度から約１０℃以下だけ離れた温度を有するよ
うに保管される。ほとんどの実施形態では、前駆体２０は、露光ベッドに置かれたときに
、目標露光ベッド温度から約５℃以下だけ離れた温度を有するように保管される。前駆体
２０が露光ベッド２５に置かれたときの前駆体２０と、露光ベッド自体の温度との温度差
が大きくなるほど、前駆体が平衡に達してベッドの温度になる、すなわち、前駆体の目標
温度に達するのに長い時間がかかる。前駆体が目標温度に達する前に、露光が開始された
場合、品質における利点の一部が完全には得られないことがある。前駆体２０が目標温度
または目標温度範囲にすばやく達するのを容易にするために、オリフィス７４に接続され
た真空ポンプ７９が作動して、前駆体２０と外側面２８との間の空気を除去する。前駆体
の大きさと、オリフィス７４およびオプションのチャネル７８の数量とに応じて、前駆体
と外側面との間の空気をオリフィスに通して除去するのに数分かかることがある。ほとん
どの実施形態では、前駆体は、前駆体２０と露光ベッド２５の外側面２８との間から空気
が除去された後、６０秒以内に目標温度または目標温度範囲に達する。
【００５２】
　駆動モータ４１が作動して、ランプハウジングアセンブリ１４を、ベースアセンブリ１
２の最上面に隣接する第２の位置Ｌｅまたは露光位置に移送する。任意選択で、ランプハ
ウジングアセンブリ１４は、ランプハウジングアセンブリ１４の少なくとも１つのランプ
３２が、目標とした状態で通電されて、放射線を放射することを保証する１つまたは複数
のステップを経ることができる。前駆体２０は、少なくとも１つのランプ３２から放射し
た、十分な照射量を有する放射線で露光されて、前駆体の組成物層での１つまたは複数の
光化学反応を実質的に完了する。完了するまでの露光中に、ほとんどの実施形態では、真
空ポンプ７９は、前駆体２０を露光ベッド２５の外側面２８に密着した状態に保つよう動
作し続けるので、前駆体は、露光ベッドの温度を目標温度または目標温度範囲に維持する
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変更にすばやく応答する。
【００５３】
ランプハウジングアセンブリ
　図３Ａ、図３Ｂ、図４、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図７Ａ、図７Ｂ、図１１に示すように
、ランプハウジングアセンブリ１４は、少なくとも２つのランプ３２を有するランプアセ
ンブリ１０２と、配気アセンブリ１０５と、少なくとも１つのランプ３２の温度を測定す
る、または求めるための１つまたは複数のセンサ１０７と、少なくとも１つのランプから
所定の波長または所定の波長域で放射された照射量を測定する、または求めるための１つ
または複数のセンサ１０８とをさらに含む。図４に示すように、ランプハウジングアセン
ブリ１４は、向きを合わせた以下の構造物で、すなわち、オプションのガラス板１１０と
、露光時に前駆体２０に放射線を照射する少なくとも２つの管状ランプ３２と、空気チャ
ンバ１１５のベースを形成し、各少なくとも１つのランプ３２と整列する少なくとも１つ
の開口１１７を有するシート１１２と、オプションの空気分散媒体１１８と、１～４つの
ランプからなる各グループにつき少なくとも１つの安定器１２０と、空気チャンバ１１５
用のハウジングカバー１２２と、少なくとも１つの送風機３０とで組み立てられる。ガラ
ス板１１０は、ランプハウジングアセンブリ１４のすべての実施形態に存在する必要はな
い。露光装置１０が、修正デジタル式ワークフローに従って前駆体２０を露光する能力も
有する実施形態では、封入容器に収容された前駆体が、不活性ガスおよび指定された濃度
の酸素からなる環境で露光され得るように、ガラスが封入容器５８の上部を形成すること
から、ガラス板１１０が、ランプハウジングアセンブリ１４に含まれる。一部の実施形態
では、ランプアセンブリ１０２は、少なくとも２つのランプ３２および少なくとも１つの
安定器１２０を含む。配気アセンブリ１０５は、各ランプ３２につき少なくとも１つの開
口１１７を有するシート１１２と、カバー１２２と、少なくとも１つの送風機３０と、任
意選択で、空気分散媒体層１１８とを含む。少なくとも１つのランプ３２、少なくとも１
つの安定器１２０、センサ７０、７３、１０７、１０８、少なくとも１つの送風機３０は
、電力源（図示せず）で通電される。
【００５４】
　本露光装置１０では、前駆体２０を露光するのに使用される放射線源は、管状ランプの
形態の少なくとも２つのランプ３２である。ほとんどの実施形態では、管状ランプ３２は
、前駆体２０の感光性組成物の光反応に必要とされる波長で、十分な化学線を放射する材
料を含む蛍光ランプである。各少なくとも２つのランプ３２は、管の全長と、裏面１３０
ａと、前面１３０ｂとを有する。ランプアセンブリ１０２の少なくとも２つのランプ３２
は、互いに平行に隣接している。示した実施形態では、ランプ３２は、ランプの全長が、
露光装置１０の前面から裏面に延びる向きに向けられている。ランプは、本明細書におい
て、管状ランプまたは光管と称することができる。ほとんどの実施形態では、少なくとも
２つのランプ３２は複数のランプ１３２であり、複数のランプ１３２は平衡に隣接し、平
面を形成するので、一列のランプとみなすことができる。ランプ列は、ランプまたは光管
の壁、またはアレイ、または並びと称することもできる。露光される前駆体２０の表面を
十分に均一なエネルギで十分に照射するのに十分な数量の管状ランプ３２があることを条
件として、複数のランプ１３２の光管の数量は特に限定されない。一部の実施形態では、
複数のランプ１３２の管状ランプ３２の数量は５～５０個である。他の実施形態では、複
数のランプ１３２の管状ランプ３２の数量は１５～４０個である。一部の他の実施形態で
は、複数のランプ１３２の管状ランプ３２の数量は３０～３６個であり、さらに別の実施
形態では、１４～１８個である。ほとんどの実施形態では、複数の管状ランプ１３２のす
べてのランプ３２は通電されて、露光用の放射線を放射する。あらゆる露光に対してすべ
てのランプ３２に通電することは、複数のランプ１３２のすべてのランプが、ほぼ同じ進
度で経年変化し、したがって、前駆体２０に作用する露光の品質が、装置１０の長期の動
作時間にわたって一定であることを保証する。ほとんどの実施形態では、複数の管状ラン
プ１３２の各ランプ３２は、６０～１４０Ｗの出力を有する。一実施形態では、複数の管
状ランプ１３２の各ランプ３２は、露光ベッド２５の幅または全長と少なくとも同じ長さ
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の全長を有する。ほとんどの実施形態では、複数の管状ランプ１３２のランプ３２は、露
光ベッド２５の全長または幅よりも長い全長を有する。ほとんどの実施形態では、ランプ
ハウジングアセンブリ１４が露光位置Ｌｅにあるときに、複数の管状ランプ１３２の前面
１３０ｂは、ランプに対向した前駆体２０の面、すなわち露光面から約２～約６インチ（
約５～約１５ｃｍ）の距離を置くことができる。一部の他の実施形態では、複数の管状ラ
ンプ１３２の前面１３０ｂは、前駆体２０の露光面から約２．４～約４インチ（約６～１
０ｃｍ）の距離を置くことができる。露光時間は、放射線の強度およびスペクトルエネル
ギ分布、複数の光管の前駆体からの距離、および前駆体２０の光重合性材料の特性および
厚さに応じて、数秒から数十分まで変わり得る。
【００５５】
　露光装置１０の一実施形態では、複数の管状ランプ１３２の各ランプ３２または光管は
、同じ、または実質的に同じ波長、または波長域で放射線を放射することができる。この
実施形態では、例えば、複数の光管１３２の各ランプ３２は、３１０～４００ｎｍの範囲
の波長の紫外線（この紫外線は、紫外線Ａ波（ＵＶ－Ａ）と呼ばれることもある）を放射
することができる。この実施形態は、（原位置マスクを介した）前駆体２０の画像露光、
前駆体の裏面を介したブランケット露光に特に有用であり、さらに、（レリーフ形成後）
光重合プロセスを完了するための前駆体の後露光に有用であり得る。複数の管状ランプ１
３２に特に適したランプ３２には、ＵＶ－Ａ紫外線による露光用の１４０Ｗ蛍光ランプ、
Ｍｏｄｅｌ　Ｎｏ．ＴＬ１４０Ｗ－１０－Ｒ（オランダ、アムステルダムに所在のフィリ
ップス社製）がある。この適切なランプは、約１７～約３０ｍＷ／ｃｍ2の照射能力を有
し、この照射能力の範囲は、従来の露光装置で使用されている従来の多くの蛍光管ランプ
の照射能力の範囲、すなわち、典型的には、約１８～２４ｍＷ／ｃｍ2よりも広い。特に
適したランプによる、より広い範囲の照射能力により、ランプが所望の照射量または目標
照射量範囲で放射する有効期間が延びる。
【００５６】
　露光装置１０の代替実施形態では、複数の光管１３２は、少なくとも２つのタイプのラ
ンプを含むことができ、各タイプのランプは、異なる波長または波長域で放射線を放射す
る。この代替実施形態では、例えば、複数の光管の一方のタイプのランプは、３１０～４
００ｎｍの範囲の波長の紫外線（ＵＶ－Ａ）を放射することができ、複数の光管の他方の
タイプのランプは、紫外線ｃ波（ＵＶ－Ｃ））と称することができる２００～約３００ｎ
ｍの範囲の波長の紫外線を放射することができる。ほとんどの実施形態では、２つのタイ
プのランプは、複数の光管の壁に沿って交互に配置される。この実施形態は、後露光およ
び仕上げ露光のステップを組み合わせて、すでに処理されてレリーフ面を形成している前
駆体２０を同時に露光するのに特に有用であり、後露光は、重合プロセスを完了させ、仕
上げ露光は、印刷版のレリーフ面の粘着性を取るために使用される。本明細書で説明した
、主に前駆体の画像露光または背面露光で使用するための任意の１つまたは複数の特徴部
は、仕上げ露光および／または後露光用に、単独で、または任意の組み合わせで使用する
こともでき、特徴部には、温度制御式露光ベッド、ならびに／あるいは少なくとも１つの
ランプの温度および／または照射量を制御するための配気アセンブリを有するランプアセ
ンブリ、ならびに／あるいは前駆体を化学線で露光するために、１つまたは複数のランプ
が受け取る電力を調整する、１つまたは複数のランプに接続された調整可能な安定器を含
むランプアセンブリがある。しかし、仕上げ露光および／または後露光に１つまたは複数
のこれらの特徴部を使用しても、画像露光に対して得られるのと同様な、前駆体にとって
の利点が得られないことがある。
【００５７】
　ほとんどの実施形態では、ランプアセンブリ１０２は、２つ以上のランプ、すなわち、
複数のランプ１３２で構成され、複数のランプ１３２において、各ランプ３２は、ランプ
列を形成するように互いに平行に隣接して、ブラケット（図示せず）内で２つのソケット
（図示せず）間に取り付けられ、安定器１２０は、１～４つのランプからなるグループご
とに設けられる。一実施形態では、各ランプ３２は、１つの安定器１２０に接続される。
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別の実施形態では、２つのランプ３２がグループになり、１つの安定器１２０に接続され
る。一部の他の実施形態では、３つのランプがグループになり、１つの安定器１２０に接
続される。一部の他の実施形態では、４つのランプがグループになり、１つの安定器１２
０に接続される。安定器１２０は、少なくとも、ランプまたはランプ３２のグループを作
動させるのに必要な電圧を供給する。一部の実施形態では、安定器１２０は、ランプ３２
への電力を安定化および維持するために使用することもできる。本装置１０の一部の実施
形態では、安定器のタイプは限定されず、例えば、電子式および電磁式を含むことができ
る。一実施形態では、安定器は電子安定器である。
【００５８】
　一部の実施形態では、安定器１２０は、調光式安定器とも称することができる調整可能
な安定器であり、ランプまたはランプ３２のグループが受け取る電力を調整する。調整可
能安定器１２０は、少なくとも１つのランプ３２に接続され、少なくとも１つのランプが
電力源から受け取る電力を、その電圧を調整することで制御する。ほとんどの実施形態で
は、露光装置１０また、調整可能な安定器およびランプ出力を制御するために、１つまた
は複数の安定器１２０および１つまたは複数のランプ３２に接続した安定器調光コントロ
ーラ（図示せず）を含む。調整可能な安定器１２０は、１～４つのランプからなるグルー
プごとに設けることができる。示した実施形態では、ランプアセンブリ１０２の各ランプ
３２は、調整可能な安定器１２０に接続されている。安定器１２０は、金属シート１１２
の上の空気チャンバ１１５内でブラケット支持体（図示せず）に取り付けられる。一部の
実施形態では、各調整可能な安定器１２０は、電力源（図示せず）からの最大電力の約５
～１００％をランプまたはランプ３２のグループに供給するように調整することができる
、すなわち、調整可能な安定器は、１つまたは複数のランプへの電力に対して９５％～０
％の余裕を持たせる。一部の他の実施形態では、各調整可能な安定器１２０は、電力源か
らの最大電力の約２０～１００％をランプまたはランプ３２のグループに供給するように
調整することができる、すなわち、調整可能な安定器は、１つまたは複数のランプへの電
力に対して８０％～０％の余裕を持たせる。さらに別の実施形態では、各調整可能な安定
器１２０は、電力源からの最大電力の約１０～８０％をランプまたはランプ３２のグルー
プに供給するように調整することができる、すなわち、調整可能な安定器は、１つまたは
複数のランプへの電力に対して９０％～２０％の余裕を持たせる。さらに別の実施形態で
は、各調整可能な安定器１２０は、電力源からの最大電力の約３０～９０％をランプまた
はランプ３２のグループに供給するように調整することができる、すなわち、調整可能な
安定器は、１つまたは複数のランプへの電力に対して７０％～１０％の余裕を持たせる。
安定器１２０による１つまたは複数のランプへの電力の調整により、１つまたは複数のラ
ンプ３２から放射する照射量が調整される。露光装置１０の一部の実施形態で使用するの
に適した調整可能な安定器には、Ｅｃｋｅｒｌｅ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ　Ｅｌｅｋｔｒｏ
ｎｉｋ　ＧｍｂＨ（ドイツ、マルシュ（Ｍａｌｓｃｈ））から入手可能なＤｉｍｍａｂｌ
ｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｂａｌｌａｓｔ　ＥＶＬ２３０がある。示した実施形態では
、調整可能な安定器１２０とすることができるランプ３２用の安定器１２０は、空気チャ
ンバ１１５内に配置されている。安定器１２０は、シート１１２の１つまたは複数の開口
１１７を塞がず、空気が空気チャンバ１１５を流れるのを可能にするように、シート１１
２の十分上で、支持フレーム状のプラットフォーム（図示せず）に取り付けられる。
【００５９】
　任意選択で、各ランプアセンブリ１０２は、ランプ３２内のコイルを予熱するための変
圧器（図示せず）を含むことができる。一実施形態では、変圧器は、ブラケットの、光管
とは反対の側、すなわち、ブラケットの裏面に取り付けられ、ソケットに接続される。オ
プションの変圧器によりランプ３２のコイルを予熱することで、通常、ランプの稼働寿命
が長くなる、すなわち、ランプが所望の放射線出力を供給する時間が延びる。示した実施
形態では、フィラメント予熱変圧器は、調光式安定器に含まれる。
【００６０】
　一部の実施形態では、前駆体の単一の露光の間、さらには、前駆体の１つの露光から異
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なる前駆体の別の露光までの間、すなわち、長期にわたる複数の前駆体の露光の間、露光
の一定の品質を保証する、すなわち、複数の管状ランプ１０２が放射する放射線が一定で
あることを保証するために、複数の管状ランプ１３２の各ランプ３２は、一定または実質
的に一定の温度、あるいは温度範囲内に維持される。複数の光管１３２の各ランプ３２を
一定または実質的に一定の温度、あるいは温度範囲内に維持することは、各露光にわたっ
て放射される放射線の品質を一定にし、ランプの寿命を延ばす助けとなる。一部の実施形
態では、複数の光管１３２の各ランプ３２は、３０～６０℃の温度に維持される。ほとん
どの実施形態では、各ランプ３２は、５５℃未満、特に、４０～５５℃に維持される。一
部の他の実施形態では、複数の光管１３２の各ランプ３２は、目標温度±５℃に維持され
る。複数の光管１３２の各ランプ３２の温度は、１つまたは複数の接触センサあるいは赤
外線センサで測定することができる。一部の実施形態では、複数の光管１３２の各ランプ
３２の温度を代表すると考えられる１つだけのランプ３２の温度が測定される。示した実
施形態では、代表的なランプ３２の温度を測定するセンサ１０７は、ランプ列１３２の中
間付近で１つのランプ３２の裏面１３０ａに配置されている。
【００６１】
　一部の実施形態では、前駆体の単一の露光の間、さらには、前駆体の１つの露光から異
なる前駆体の別の露光までの間、すなわち、長期にわたる複数の前駆体の露光の間、露光
の一定の品質を保証する、すなわち、複数の管状ランプ１３２が放射する放射線が一定で
あることを保証するために、複数の光管１３２の各ランプ３２は、一定または実質的に一
定の照射量あるいは照射量範囲内に維持される。複数の光管１３２の各ランプ３２を一定
または実質的に一定の照射量あるいは照射量範囲内に維持することは、各露光にわたって
放射される放射線の品質を一定にし、ランプの寿命を延ばす、または大幅に延ばす助けと
なる。一部の実施形態では、複数の光管１３２の各ランプ３２は、約１７～約２２ｍＷ／
ｃｍ2の照射量に維持される。ほとんどの実施形態では、各ランプは、約１７～約２０ｍ
Ｗ／ｃｍ2の照射量に維持される。
【００６２】
　複数の光管１３２の各ランプ３２の照射量は、１つまたは複数の照射量センサ７０、１
０８ａ、１０８ｂで測定することができる。照射量センサ７０、１０８ａ、１０８ｂは、
露光するために１つまたは複数のランプ３２が放射した波長または波長域に対して感受性
であり、ランプ３２から放射された照射量に反応する、すなわち、照射量を測定する。場
合によっては、照射量センサ７０、１０８ａ、１０８ｂは、１つまたは複数のランプ３２
から放射されたピーク照射量を測定する。センサ７０、１０８ａ、１０８ｂが作動すると
きに、ランプアセンブリハウジング１４は、露光位置Ｌｅにあるので、センサに対する１
つまたは複数のランプ３２の位置は同じか、または実質的に同じであり、１つまたは複数
のランプの温度は、配気アセンブリ１０５によって維持され、照射量センサ７０、１０８
ａ、１０８ｂによる測定によって、主に、使用および経年変化に起因する、１つまたは複
数のランプ３２から放射した照射量の変化が検出される。一部の実施形態では、複数の光
管１３２の各ランプの照射量を代表する１つだけのランプ３２の照射量が測定される。図
５に示す一実施形態では、代表的なランプ３２の照射量を測定する静止型照射量センサ１
０８ａは、ランプ列１３２内の（１つのランプの裏面とは反対側の）ランプ３２の前面１
３０ｂに配置されている。静止型照射量センサ１０８ａは、端効果を回避するために、管
３２の端部に接近した位置またはランプ列１３２の最初もしくは最後のランプの位置を除
いて、実質的に、複数のランプ１３２の任意の１つのランプ３２の位置で、実質的に、１
つの管状ランプ３２の全長に沿った任意の位置に配置することができる。分かりやすくす
るために、やはり図５に示す代替の実施形態では、静止型照射量センサ１０８ｂは、前駆
体をベッド２５に配置することが、またはシール５３が障害にならないように、露光ベッ
ド２５に、または露光ベッド２５の近くに、典型的には、露光ベッドの周縁の近くに、ま
たは周縁に配置することができる。露光装置の一部の実施形態において、照射量を測定す
るのに適したセンサには、ＡＴＥ－Ｃｏｎｓｙｓ　ＧｍｂＨ（ドイツ、ブンデ（Ｂｕｎｄ
ｅ））から入手可能なＵＶ－Ａ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ｍｏｄｅｌｓ　１６１６３および１６１
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６４がある。これらのセンサは、静止型照射量センサ１０８ａ、１０８ｂおよび走査型照
射量センサ７０に適している。
【００６３】
　図７Ａおよび図７Ｂに示す露光装置１０の一実施形態は、移送アセンブリ７２により、
露光ベッド２５の裏面の近くで裏面に隣接した通路７１に沿って、１つから２つ以上の位
置に移動することができる別の照射量センサ７０を含む。通路７１は、ランプ列１３２の
平行配向に直角であるので、移送アセンブリ７２は、各ランプが放射した強度または照射
量を測定するために、通路７１に沿いながら、複数のランプ１３２の各ランプ３２に対向
して、または実質的に対向して、走査型照射量センサ７０を移動させる。
【００６４】
　照射量センサ移送アセンブリ７２は、照射量センサ７０を持ち上げて支持する一端１４
１と、プラットフォーム１４４に回転可能に連結された第２の端部１４２とを有するアー
ム部材１４０を含む。通路７１と整列するホームポジションＰｈから、通路７１から約９
０°の方向を向き、複数のランプ１３２のランプ３２の１つの全長と実質的に整列する走
査位置Ｐｓまでアーム１４０を回転できるように、アーム端１４２に連結されたモータ１
４５が、プラットフォーム１４４に取り付けられている。図３Ｂおよび図５に示すように
、アーム１４０を走査位置Ｐｓまで回転させることで、走査型照射量センサ７０は、ガラ
ス板１１０とランプ列１３２との間で、複数のランプ１３２の１つのランプ３２の前面１
３０ｂに隣接して配置される。プラットフォーム１４４は、露光ベッド２５用の支持体１
４７の裏面に取り付けられ、通路７１に平行に隣接したスロット付きトラック（図示せず
）の側部とそれぞれが係合した２つの連結器（図示せず）を含む。移送アセンブリ７２は
、センサ７０のホームステーションＳｈと反対側の通路７１の端部に、または端部の近く
に取り付けられた移送モータ１４９を含む。プラットフォーム１４４は、スプロケットま
たは歯付きホイール１５３と、移送モータ１４９に連結された第２のスプロケットホイー
ル（図示せず）との間で連結された駆動ベルト１５１に連結されている。モータ１４９が
作動すると、ベルト１５１は、スプロケットホイール１５３と第２のスプロケットホイー
ルとのまわりに回転して、連結器をそれらのそれぞれのトラックに沿ってスライドまたは
移動させ、それにより、プラットフォーム１４４をアーム１４０および照射量センサ７０
と共に通路７１に沿って移動させる。
【００６５】
　各ランプ３２の照射量を維持する、または各ランプ３２から放射する照射量を校正する
方法の一部の実施形態では、複数のランプ１３２のすべてのランプ３２は、任意の１つの
ランプの照射量を求める前に通電される。すべてのランプ１３２に通電することで、走査
型照射量センサ７０が、実質的に、各ランプ３２の照射量を個別に求めるとしても、前駆
体２０が露光中にさらされる放射状態をより代表するものになる。そのように、走査型照
射量センサ７０が、実質的に、各ランプの照射量を個別に求めるとしても、測定しつつあ
るランプに隣接する１つまたは複数のランプからの照射量も１つまたは複数の照射量セン
サによって検出され得る。各ランプの照射量を維持する、または各ランプ３２から放射し
た照射量を校正する方法の別の実施形態では、照射量を測定されつつあるランプ３２だけ
が通電される。ただし、各ランプ３２は、少なくとも、そのそれぞれの照射量を求める前
に、その目標温度にならなければならないので、複数のランプ１３２のすべてのランプに
対して照射量測定を完了するには、かなり長い時間がかかる。
【００６６】
　複数の光管１３２は、通電された場合に、通常、熱を発生させ、この熱は、特に、露光
装置１０の内部の閉じた環境において、露光中に、ランプ３２の温度およびランプの照射
量に影響を及ぼすことがある。ランプ３２から非常に多量の熱が発生して、ランプが過熱
することがあり、ランプの温度を所望の温度範囲内に維持することが困難になることがあ
る。複数の光管１３２の中のランプ間で、さらには、各ランプの軸方向長さに沿って温度
を一定に維持し、ランプ内で、およびランプ間で、比較的熱い、または冷たい領域がない
ようにするのが望ましい。複数の光管１３２の中のランプ間で、照射量を一定または実質
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的に一定に維持することも望ましい。ほとんどの実施形態では、単一の露光時に、１つま
たは複数のランプ３２の照射量は大幅に落ちない、または経年変化しないが、その照射量
は、１つまたは複数のランプの温度から影響を受けることがある。
【００６７】
　本露光装置１０および使用方法の一実施形態は、露光時に、２つ以上の管状ランプ３２
を一定または実質的に一定の温度に、あるいは狭い温度範囲内に維持する能力を付与する
配気アセンブリ１０５を含む。配気アセンブリ１０５は、露光時に、２つ以上の管状ラン
プ３２を一定または実質的に一定の照射量あるいは狭い照射量範囲に維持する能力を付与
することもできる。例えば、本装置の一実施形態では、１７～２０ｍＷ／ｃｍ2の範囲で
１つまたは複数のランプ３２が放射する照射量の均一性は、配気アセンブリ１０５によっ
て空気をランプに当てる効果により約±５％である。すなわち、１つまたは複数のランプ
３２が放射し、露光ベッド２５の外側面２８および露光ベッド２５上の前駆体２０に当た
る照射量は、±５％以下だけ変動する。各ランプが放射する照射量の均一性に加えて、配
気アセンブリはまた、露光ベッドに向けて、すなわち、露光ベッドの平面領域の端から端
まで複数のランプ１３２が放射する、ひいてはベッド上にある前駆体２０に当たる照射量
に対して、約±５％の同様の均一性を付与する。
【００６８】
　配気アセンブリ１０５は、空気チャンバ１１５および少なくとも１つの送風機３０を含
む。各少なくとも２つのランプ３２に対して整列する少なくとも１つの開口１１７を有す
る、チャンバの底部としてのシート１１２と、チャンバの上部としてのカバー１２２と、
ランプハウジングアセンブリ１４の側部またはカバーパネル１６とによって形成された空
気チャンバ１１５は、空気チャンバによる封入容器を完成している。シート１１２は、２
つ以上のランプの各ランプ３２に対して少なくとも１つの開口１１７を含み、各開口は、
管状ランプの全長に平行に整列し、開口を出た空気をランプの裏面１３０ａに当たるよう
に向ける。一部の実施形態では、シート１１２は、複数のランプ１３２の各ランプ３２に
対して１つの開口１１７を含む。一部の他の実施形態では、シート１１２は、複数のラン
プ１３２の各ランプ３２に対して２つ以上の開口１１７を含む。ほとんどの実施形態では
、シート１１２は、複数のランプ１３２の各ランプ３２に対して、スリットなどの複数の
開口１１７を含み、複数の開口は、各ランプの全長と整列する。シート１１２は、露光装
置１０内の状態、すなわち、熱、放射線に耐えることができる任意の材料で作製すること
ができる。ほとんどの実施形態では、シート１１２は金属で作製され、一実施形態では、
アルミニウムで作製される。一部の実施形態では、シート１１２は、反射するように研磨
され、かつ／または１つもしくは複数のランプ３２に対向する面に反射コーティングを含
む。
【００６９】
　任意選択で、空気チャンバ１１５は、シートの複数のランプ１３２に対向する側とは反
対側のシート１１２の内側に隣接して層を形成する空気分散媒体１１８を含む。空気分散
媒体１１８は、チャンバ１１５内の空気をシート１１２の各複数の開口１１７に均等に分
散させる助けとなる。一部の実施形態では、空気分散媒体１１８は、異なる大きさの複数
の開口を有し、チャンバ１１５の底部を形成するシート１１２の開口と整列しない第２の
シート（図示せず）である。別の実施形態では、空気分散媒体１１８は不織布材料である
。図４および図５に示す実施形態では、空気分散媒体１１８は、厚さが約０．７～３．０
ｃｍの非圧縮不織布材料である。一部の実施形態では、空気分散媒体１１８の層は、開口
１１７を有するシート１１２の内側面に接する。一部の他の実施形態では、空気分散媒体
の層は離して並置され、シート１１２の内側面に接しない。
【００７０】
　少なくとも１つの送風機３０は、空気チャンバ１１５内の空気を加圧するので、空気は
、シート１１２の各１つまたは複数の開口１１７から放出され、同じ、または実質的に同
じ体積流量ですべての開口から出る。示した実施形態では、配気アセンブリ１０５は、２
つの送風機３０を含む。送風機３０はそれぞれ、直立ハウジング３５の背面通気パネル１
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６に配置されたフィルタ１６４ａ、１６４ｂと対合した吸気口１６２を有する吸気ダクト
１６０を含む。フィルタ１６４ａ、１６４ｂは、ダクト１６０を通って流入し、出口１６
６から出て空気チャンバ１１５に入る空気を濾過する。流入空気は室温である。少なくと
も１つの送風機３０は、ランプハウジングアセンブリ１４に取り付けられ、ランプハウジ
ングアセンブリ１４がベースハウジングアセンブリ１２との間を移送されるときに、ラン
プハウジングアセンブリと共に移動する。吸気ダクト１６０は、ランプハウジングアセン
ブリ１４が第１の位置Ｌｈにあるときに第１のフィルタ１６４ａと対合し、ランプハウジ
ングアセンブリ１２が第２の位置Ｌｅにあるときに第２のフィルタ１６４ｂと対合する。
ほとんどの実施形態では、少なくとも１つの送風機３０は連続的に動作して、チャンバを
加圧するために空気をチャンバ１１５に送り、一方、少なくとも、１つまたは複数のラン
プ３２が通電される。空気チャンバ１１５は加圧されるので、空気は、一定または実質的
に一定の体積流量で、チャンバの底部を形成するシート１１２の開口１１７から出て、ラ
ンプ３２の裏面１３０ａに当たる。１つまたは複数の送風機３０は、空気チャンバ１１５
に流入する空気を、ひいては、シートの開口１１７から出て、ランプの裏面１３０ａに当
たる体積流量を増やすように周波数または電流を変え、それにより、ランプを冷却し、さ
らに、空気チャンバ１１５に流入する空気を、ひいては、シートの開口１１７から出て、
ランプ３２の裏面１３０ａに当たる体積流量を減らすように周波数または電流を変え、そ
れにより、ランプが温まる、または昇温するのを可能にする。一部の他の実施形態では、
送風機３０の一方は連続的に動作し、一方、第２の送風機は、シートの開口１１７から出
る空気の体積流量を調整するために、作動と停止を繰り返す。前駆体２０を化学線で露光
するために、露光装置１０を動作させる一実施形態では、露光装置は、２つ以上のランプ
３２、すなわち、複数のランプ１３２を有するランプアセンブリ１０２と、空気チャンバ
１１５および２つの送風機３０を有する配気アセンブリ１０５と、１つまたは複数のラン
プ用の温度センサ１０７、および／または一実施形態では静止型照射量センサである１つ
または複数のランプ用の照射量センサ１０８ａ、１０８ｂとを含む。前駆体２０は露光ベ
ッド２５に配置される。任意選択で、露光ベッド２５は、ベッドと、ベッドに配置された
前駆体２０が所望の状態になることを保証するために、１つまたは複数のステップを経る
ことができる。以下のステップ、すなわち、ランプハウジングアセンブリ１４を露光位置
Ｌｅに移動させ、ランプアセンブリ１０２の複数のランプ１３２に通電し、配気アセンブ
リ１０５の送風機３０を作動させるステップは、前駆体２０の露光を開始する前に、任意
の順序で行うことができる。
【００７１】
　露光位置Ｌｅにおいて、通電された複数のランプ１３２の前面１３０ｂから放射した放
射線は前駆体２０に照射する。少なくとも、前駆体２０の露光中に、空気は、複数のラン
プの裏面に隣接する空気チャンバ１１５から出た体積流量で、各複数のランプ１３２の裏
面１３０ａに当たる。一実施形態では、配気アセンブリ１０５の空気チャンバ１１５から
生じ、複数のランプ１３２に当たる空気の体積流量は、ランプを最小限に冷却する場合の
約１．３ｍ3／分から、ランプを最大限に冷却する場合の約１０ｍ3／分までとすることが
できる。複数のランプ１３２が３４個の個々のランプを含む実施形態では、（３４個のう
ちの）１つのランプに向けて１つまたは複数の開口１１７を出る空気の体積流量は、配気
アセンブリ１０５によって生じる空気の体積流量の約１／３４である。空気は、各ランプ
３２に対して管の全長に平行に整列したシート１１２の複数の開口１１７を通って空気チ
ャンバ１１５を出る。作動した送風機３０は、室内から空気を吸い込んで空気チャンバ１
１５を加圧し、これは、各複数の開口１１７を出た空気を均一に分散させる。送風機３０
は、チャンバ１１５内の空気圧を変えるために、電力または電流と共に、すなわち、周波
数を調整される。少なくとも２つのランプ３２に当たる空気の体積流量は、１つまたは複
数のランプ３２の温度、あるいは１つまたは複数のランプ３２の照射量、あるいはランプ
の温度および照射量の両方を目標温度および／または目標照射量に維持することで制御さ
れる。ほとんどの実施形態では、ランプ３２の温度は温度センサ１０７で測定され、１つ
または複数の送風機３０は、その周波数、すなわち、吹き出される空気の体積を変えるよ
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うに調整され、これは、測定温度と目標温度との比較に基づいて、１つまたは複数の開口
１１７を通って空気チャンバ１１５を出る空気を調整する。一部の他の実施形態では、ラ
ンプの照射量は静止型照射量センサ１０８ａ、１０８ｂの１つで測定され、１つまたは複
数の送風機３０は、その周波数、すなわち、吹き出される空気の体積を変えるように調整
され、これは、測定照射量と目標照射量との比較に基づいて、１つまたは複数の開口１１
７から出る空気を調整する。ほとんどの他の実施形態では、１つまたは複数のランプ３２
の温度および照射量の両方が測定され、１つまたは複数の送風機３０が調整される。
【００７２】
　図１１の簡略化したプロセス制御図は、コントローラ５６が、少なくとも１つの送風機
３０に（図示しないモータコントローラを介して）接続され、さらに、ランプ温度センサ
１０７に接続され、ランプ温度センサ１０７は、測定した温度の信号をコントローラに送
り、コントローラは、測定した温度の信号を読み込み、測定した温度を所望の温度と比較
し、送風機の周波数または電流を変えるように、少なくとも１つの送風機に信号を送り、
それにより、少なくとも２つのランプ３２に当たる、各スロットを通る空気の体積流量を
調整することを示している。コントローラ５６は、少なくとも１つの送風機３０に（図示
しないモータコントローラを介して）接続され、さらに、照射量センサ１０８ａ、１０８
ｂの少なくとも１つに接続され、コントローラは、測定した照射量の信号を読み込み、測
定した照射量を所望の照射量と比較し、送風機の周波数または電流を変えるように、少な
くとも１つの送風機に信号を送り、それにより、少なくとも２つのランプ３２に当たる空
気の体積流量を調整する。
【００７３】
　一部の実施形態では、前駆体の露光中に、１つまたは複数のランプの温度だけが測定さ
れ、少なくとも、１つまたは複数の送風機に対する１つまたは複数の調整を行って、１つ
または複数のランプの温度を目標ランプ温度に制御または維持する。本装置１０は、露光
中に、室温の空気を使用して、１つまたは複数のランプ３２の温度を維持する。前駆体の
露光を開始する前に、ランプを所望の目標温度範囲まで温めるのに、装置１０の始動時に
１つまたは複数のランプ３２から発生する熱だけで通常十分である。ランプを目標温度ま
ですばやく予熱するために、ランプアセンブリに加熱器を含むことは、当業者の技術の範
囲内である。一部の他の実施形態では、前駆体の露光中に、１つまたは複数のランプの温
度および照射量の両方が測定され、１つまたは複数の送風機に対する１つまたは複数の調
整を行って、１つまたは複数のランプの温度および照射量を目標温度および目標照射量に
維持する。
【００７４】
　空気チャンバ１１５は加圧されて、シート１１２の開口１１７を通る所望の空気流れを
もたらすので、一部の実施形態では、空気は、複数のランプ１３２に当たった後、ランプ
ハウジング（すなわち、ランプハウジングの、空気チャンバ１１５ではない部分であり、
複数のランプおよびオプションのガラスシートを収容する部分）から漏出することができ
、部屋に流出する。一実施形態では、ランプ１３２に当たった後、加熱空気は、ランプを
収容する部分から漏出し、１つまたは複数の横流ファン（図示せず）によって、露光ベッ
ド２５の周縁のすべてまたは一部分のまわりに（およびランプハウジングアセンブリが露
光位置Ｌｅにある場合に、安全スイッチバー５２の周縁内に）配置された１つまたは複数
の通気口または開口（図示せず）を通って、露光装置１０から能動的に除去され、横流フ
ァンは、ベースアセンブリ１２に配置されて、加熱空気を装置１０と床との間のギャップ
に通して部屋に排出する。任意選択で、露光ベッド２５の周縁に位置する通気口または開
口は、加熱空気が部屋に排出されるように、ベースアセンブリ１２の１つまたは複数のダ
クトを介して、１つまたは複数の排気ファンに接続することができる。代替の実施形態で
は、複数のランプ１３２に当たった後、空気は、ランプハウジングアセンブリ１４に配置
された１つまたは複数の排気ファンによって、ランプを収容する部分から能動的に除去す
ることができる。１つの代替実施形態（図示せず）では、ランプの平面内で、複数のラン
プ１３２のすべてまたは一部間に排気管を散在させることができる。排気管は排気ファン
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に接続され、排気ファンは、管内の開口を通じて、ランプハウジング部分に存在する衝突
した空気を露光装置から排気管に引き込む、または集める。別の代替実施形態（図示せず
）では、排気管は、ランプハウジング部分の内部の周縁に配置することができ、排気ファ
ンに接続され、排気ファンは、管内の開口を通じて、ランプハウジング部分に存在する衝
突した空気を露光装置から排気管に引き込む、または集める。
【００７５】
　露光後、前駆体の組成物層内の１つまたは複数の光化学反応を実質的に完了するために
、少なくとも１つのランプから放射した、十分な照射量を有する放射線で前駆体を露光し
た。
【００７６】
　さらに別の実施形態では、１つまたは複数のランプが経年変化する期間を経て、ランプ
アセンブリ１０２の１つまたは複数のランプ３２の照射量が測定され、１つまたは複数の
ランプ３０の照射量を目標照射量に制御または維持するために、少なくとも、調整可能な
安定器１２０によって、１つまたは複数の調整が行われる。
【００７７】
　ランプは、使用と共に経年劣化する、すなわち、ランプから放射された照射量またはラ
ンプの輝度が、ランプを使用するにつれて低下する。調整可能な安定器１２０付きのラン
プ３２を有するランプアセンブリ１０２を含む露光装置１０の実施形態において、感光性
前駆体２０を化学線で露光するのに使用されるランプの照射量を校正または制御する本方
法の特定の利点は、任意の時点で、経年変化し（加速して）、もはや照射量または他の条
件を満たさない１つまたは複数のランプだけを交換しさえすればよいことである。これは
、複数のランプの１つまたは２つまたは数個だけがかなり経年変化したとしても、すべて
のランプが交換される先行技術の露光装置と異なっている。
【００７８】
　露光装置１０のほとんどの実施形態では、露光時に、積算器（図示せず）、すなわち、
放射線積算システムが使用され、この積算器は、前駆体が置かれた露光ベッドに照射する
ランプの輝度または照射量を評価し、ランプが放射した放射線の強度に応じて露光時間を
補正する。積算器は、ランプの経年変化をある程度まで補償するのに適しているが、露光
が長くなりすぎるか、または感光性要素の所望の光化学反応度を得るには不十分である。
【００７９】
　前駆体を化学線で露光する露光装置において、少なくとも１つのランプ３２から放射す
る放射線を制御するように露光装置１０を動作させる一実施形態では、露光装置は、２つ
以上のランプ３２、すなわち、複数のランプ１３２および各ランプ３２に接続された調整
可能な安定器１２０を有するランプアセンブリ１０２と、空気チャンバ１１５および２つ
の送風機３０を有する配気アセンブリ１０５と、１つまたは複数のランプ用の温度センサ
１０７、および１つまたは複数のランプ用の静止型照射量センサ１０８ａ、１０８ｂ、お
よび走査型照射量センサ７０とを含む。感光性要素または前駆体２０を化学線で露光する
露光装置１０では、調整可能な安定器１２０を有する少なくとも１つのランプ３２の照射
量を制御する方法は、本明細書において、校正方法と称することもできる。以下のステッ
プ、すなわち、ランプハウジングアセンブリ１４を露光位置Ｌｅに移動させ、ランプアセ
ンブリ１０２の複数のランプ１３２に通電し、配気アセンブリ１０５の送風機３０を作動
させるステップは、露光を開始する前に、任意の順序で行うことができる。ほとんどの実
施形態では、校正方法は、前駆体２０を露光する必要はなく、したがって、露光ベッド２
５だけが、複数のランプ１３２から放射した放射線にさらされる。調整可能な安定器１２
０を有する少なくとも１つのランプ３２の照射量を制御する校正方法は、前駆体２０が存
在しない状態で、単に、システムの使用に応じて定期的に行われる。ほとんどの実施形態
では、校正方法は、複数のランプ１３２の各ランプ３２から放射した実際の照射量を求め
、必要に応じて、調整可能な安定器１２０を用いて、ランプから放射した照射量を目標照
射量または目標照射量範囲内に調整する。
【００８０】
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　ほとんどの実施形態では、１つまたは複数のランプ３２の温度は、温度センサ１０７で
測定され、測定したランプ温度は、一部の実施形態において４０～４５℃である目標ラン
プ温度と比較される。上記に説明したように、相応して、送風機３０が作動されて、１つ
または複数のランプの温度を目標温度に維持する。ランプハウジングアセンブリ１４が第
２の位置Ｌｅにある状態で、走査型照射量センサ７０のアーム部材１４０は、そのホーム
ポジションＰｈから、アームが管状ランプの全長と整列する走査位置Ｐｓまで回転する。
走査位置Ｐｓでは、アーム部材１４０が回転することで、センサ７０が付いた端部１４１
が、ランプの下でランプの前面近傍に、かつオプションのガラス板１１０の上に配置され
る。走査用のホームポジションＳｈでは、走査型照射量センサ７０は、静止型照射量セン
サ１０８ｂと整列する、または重なる。コントローラ５６は、ランプが適切に校正の準備
ができたことの別の検査として、各走査型照射量センサ７０および静止型照射量センサ１
０８ｂからの測定した照射量を比較する。１つのランプ３２の校正は、ランプ温度が目標
温度に達した状態で始まる。走査型照射量センサ７０は、一実施形態において、ランプの
照射量を測定するために、センサ７０を複数のランプ１３２の１つのランプ３２に対向す
る、または実質的に対向する向きで配置するように、移送アセンブリ７２により通路７１
を移動する。他の実施形態では、走査型照射センサ７０は、他の位置、すなわち、ランプ
間に配置することができる。測定照射量と目標照射量との比較に基づいて、調整可能な安
定器１２０によって、１つのランプへの電力が調整され、それにより、少なくとも１つの
ランプから放射される照射量を目標照射量に一致するように調整する。走査型照射量セン
サ７０を移動させ、走査型センサ７０でランプ３２の照射量を測定し、測定されたランプ
への電力を調整可能な安定器１２０で調整し、それにより、ランプから放出する照射量を
目標照射量に調整するシーケンスは、ランプアセンブリ１０２内の複数のランプ１３２の
すべてのランプではないにしても、ほとんどに対して繰り返される。一部の実施形態では
、ランプ列の末端にあるランプ３２は、すなわち、最初および最後のランプは、エッジ効
果の影響があるために測定および調整されない。一部の実施形態では、端部のランプは、
端部のランプに隣接するランプに対して、調整可能な安定器１２０が行った調整に基づい
て調整される。
【００８１】
　一実施形態では、使用に適したランプは、約１７～約３０ｍＷ／ｃｍ2の照射能力を有
し、このランプは、ランプへの電力を調整する調整可能な安定器１２０と共に使用した場
合に、寿命を過ぎる前に、すなわち、感光性要素の適切な露光時間に対する照射能力およ
び／またはエネルギ密度が低下したために、ランプを交換する必要がある場合に、１つま
たは複数のランプの寿命を大幅に延ばすという利点をもたらす。露光方法のこの実施形態
は、調整可能な安定器を使用して、１つまたは複数のランプの照射量を維持することで、
十分な均一性のエネルギ密度および照射量を露光用の前駆体に供給し、場合によっては、
すべてのランプではなくて、１つまたは２つのランプだけを交換することを可能にする。
調整可能な安定器１２０は、ランプが放射する照射量を、多数の前駆体の多数の露光を含
む長い期間にわたって、一定または実質的に一定に維持することができるように、ランプ
３２への電力を調整し、それにより、ランプが放射する照射量を調整するために使用され
る。露光装置１０に新たに設置されるランプ３２は、例えば、２０ｍＷ／ｃｍ2の目標照
射量をランプが有するように調整される調整可能な安定器１２０に接続し、調整可能な安
定器は、例えば、最大電力の約８０％に調整されたものである、すなわち、電力の約２０
％は、目標照射量を維持するために使用される。ランプ３２が経年変化すると、（走査型
センサ７０で）測定した照射量は、目標照射量から低下してしまい、調整可能な安定器は
、例えば、最大電力の約６０％に調整される、すなわち、電力の約４０％が、ランプによ
って放射される照射量を目標照射量に戻すために使用される。その後、調整可能な安定器
１２０は、電力源からの最大電力の約５～１００％をランプ３２または２つ、３つ、もし
くは４つのランプからなるグループに供給するように調整することができる。
【００８２】
感光性要素
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　感光性要素とは、印刷に適した面を形成するために、化学線での露光および処理を受け
ることができる印刷用前駆体２０である。感光性要素は、レリーフ印刷版を作製するため
に使用され、少なくとも１つの光重合性層を含む。レリーフ印刷版は、フレキソ印刷版お
よび活版印刷版を包含する。レリーフ印刷版は、印刷版が画像領域から印刷する印刷方法
であり、印刷版の画像領域は隆起し、非画像領域はへこんでいる。一部の他の実施形態で
は、感光性要素から得られる印刷版は、グラビア印刷またはグラビア状印刷用途で使用す
るのに適することができる。グラビア印刷は、印刷版が画像領域から印刷する印刷方法で
あり、画像領域はへこみ、インクまたは印刷材料を収容する小さい凹状カップまたは窪み
からなり、非画像領域は版の表面である。グラビア状印刷は、レリーフ印刷版が使用され
ることを除いてグラビア印刷と同じであり、画像領域はへこみ、印刷時に転写するインク
を担持する窪みを形成する凹状領域からなる。任意選択で、感光性要素は支持体を含む。
任意選択で、感光性要素は、光重合性層に隣接する化学線不透過材料の層を含む。一実施
形態では、感光性要素は、少なくとも、結合剤、少なくとも１つのエチレン系不飽和化合
物、および光開始剤で構成される光重合性組成物層を含む。別の実施形態では、光重合性
組成物層は、エラストマー結合剤、少なくとも１つのエチレン系不飽和化合物、および光
開始剤を含む。一部の実施形態では、レリーフ印刷版は、接触印刷に必要な圧縮に対処し
たエラストマー印刷版である（すなわち、光重合性層はエラストマー層である）。
【００８３】
　特に指定されない限り、「レリーフ印刷版または要素」という用語は、フレキソ印刷お
よび活版印刷に適した任意の形態の版または要素を包含する。特に指定されない限り、「
感光性要素」および「印刷版」という用語は、それらに限定されるものではないが、平シ
ート、板、無継ぎ目連続版、円筒版、スリーブ付き版、および担体付き版を含む印刷用の
前駆体として適切な任意の形態の要素および構造体を包含する。
【００８４】
　支持体は、レリーフ印刷版を作製するのに使用される感光性要素と共に従来から使用さ
れている任意の可撓性材料とすることができる。一部の実施形態では、支持体は、支持体
を通り抜ける「バックフラッシュ」露光に対処するために、化学線に対して透過性である
。適切な支持体材料の例として、付加重合体および線状縮合重合体によって形成されたも
のなどの高分子フィルム、透明発泡体、ならびに布地がある。金属支持体が放射線に対し
て透過性でないとしても、特定の最終使用状態下で、アルミニウムなどの金属を支持体と
して使用することができる。好ましい支持体は、ポリエステルフィルムであり、ポリエチ
レンテレフタレートが特に好ましい。支持体はシートの形態か、またはスリーブなどの円
筒形の形態を取ることができる。スリーブは、可撓性材料の単一層または多層から形成す
ることができる。高分子フィルムでできた可撓性スリーブは、通常紫外線に対して透過性
であり、それによってバックフラッシュ露光に対処するので、円筒形印刷要素に床部を構
築するのに適している。スリーブはまた、ニッケルまたはガラスエポキシなどの不透過性
化学線遮断材料で作製することもできる。支持体は、厚さが、典型的には、０．００２～
０．２５０インチ（０．００５１～０．６３５ｃｍ）である。一部の実施形態では、シー
ト版の厚さは、０．００３～０．０１６インチ（０．００７６～０．０４０ｃｍ）である
。一部の実施形態では、スリーブは、肉厚が４～８０ミル（０．０１０～０．２０３ｃｍ
）以上である。
【００８５】
　任意選択で、要素は、支持体と光重合性層との間に接着剤層を含むか、または光重合性
層に隣接する支持体の面が接着促進面を有する。支持体の面の接着剤層は、米国特許第２
，７６０，８６３号明細書、および米国特許第３０３６，９２３号明細書に開示されてい
るように、支持体と光重合性層との間に適切な接着性を付与する接着剤材料またはプライ
マの下引き層あるいはアンカー層とすることができる。あるいは、光重合性層が存在する
支持体の面は、支持体と光重合性層との間の接着を促進するために、火炎処理または電子
処理で処理することができ、例えば、コロナ処理することができる。
【００８６】
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　感光性要素は、少なくとも１つの光重合性組成物層を含む。本明細書において、「光重
合性」という用語は、光重合性、光架橋性、または両方の系を包含することを意図されて
いる。光重合性層は、結合剤、少なくとも１つのエチレン系不飽和化合物、および光開始
剤を含む組成物で形成された固体層である。光開始剤は、化学線に対する感受性を有する
。本明細書全体にわたって、化学光には、紫外線および／または可視光が含まれる。光重
合性組成物の固体層は、レリーフ印刷に適したレリーフを形成するために、１つまたは複
数の溶液および／または熱で処理される。本明細書において、「固体」という用語は、一
定の体積および形状を有し、その体積または形状を変えようとする力に抗する層の物理状
態を指す。光重合性組成物の固体層は、重合（光硬化）されてよいし、または重合されな
くてもよいし、またはその両方でもよい。一部の実施形態では、光重合性組成物の層はエ
ラストマーである。
【００８７】
　結合剤は限定されず、単一重合体または重合体の混合物である。一部の実施形態では、
結合剤はエラストマー結合剤である。他の実施形態では、結合剤は、化学線での露光時に
エラストマーになる。一部の実施形態では、結合剤は、Ａ－Ｂ－Ａタイプのブロック共重
合体からなるエラストマーブロック共重合体であり、Ａは非エラストマーブロックを表し
、Ｂはエラストマーブロックを表す。非エラストマーブロックＡは、例えば、ポリスチレ
ンなどのビニル系重合体とすることができる。エラストマーブロックＢの例には、ポリブ
タジエンおよびポリイソプレンがある。一部の実施形態では、エラストマー結合剤には、
ポリ（スチレン／イソプレン／スチレン）ブロック共重合体、ポリ（スチレン／ブタジエ
ン／スチレン）ブロック共重合体、およびそれらの混合物または組み合わせがある。結合
剤は、感光性組成物の少なくとも５０重量％の量で存在することが好ましい。
【００８８】
　光重合性組成物は、透明で濁っていない層が形成される限り、結合剤と共存できる、付
加重合可能な少なくとも１つの化合物を含有する。付加重合可能な少なくとも１つの化合
物は、単量体と称することもでき、単一の単量体または単量体の混合物とすることができ
る。光重合性組成物で使用できる単量体は、当技術分野において公知であり、この単量体
には、それに限定されるものではないが、少なくとも１つの末端エチレン基を有する付加
重合エチレン系不飽和化合物がある。単量体については、光重合性組成物に適切な特性を
付与するために、当業者ならば適切に選択することができる。付加重合可能な化合物（単
量体）は、エラストマー組成物の少なくとも５重量％の量で存在する。
【００８９】
　光開始剤は、化学線感受性の任意の単一化合物、または化合物の組み合わせとすること
ができ、過剰な停止反応なく、１つまたは複数の単量体の重合を開始する遊離基を発生さ
せる。公知の光開始剤種の任意のものを使用することができる。あるいは、光開始剤は、
化合物の混合物とすることができ、その化合物の１つは、放射線が活性化させた増感剤に
より増感性をもたせたときに遊離基を供給する。光開始剤は、可視線または紫外線に感応
するのが好ましい。開始剤は、通常、光重合性組成物の重量に対して０．００１％～１０
．０％の量で存在する。
【００９０】
　光重合性層は、所望する最終特性に応じて、他の添加剤を含むことができる。光重合性
層に追加する添加剤には、分光増感剤、増感剤、可塑剤、レオロジー改質剤、熱重合禁止
剤、着色剤、加工助剤、抗酸化剤、オゾン亀裂防止剤、ＵＶ吸収剤、および充填物がある
。添加剤は、結合剤および１つまたは複数の単量体と共存できなければならない。
【００９１】
　光重合性層の厚さは、所望する印刷版のタイプに応じて、広い範囲、例えば、約０．０
１０インチ～約０．２５０インチまたはそれ以上（約０．０２５ｃｍ～約０．６４ｃｍま
たはそれ以上）にわたって変えることができる。一部の実施形態では、光重合性層は、厚
さが約０．００２～約０．０６７インチ（約０．００５ｃｍ～約０．１７ｃｍ）の範囲を
取ることができる。
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【００９２】
　光重合性層の上、すなわち、光重合性層の支持体とは反対の側に、１つまたは複数のさ
らなる層が存在することができる。所望する使用法に応じて、さらなる層は、化学線に対
して不透過性か、または透過性とすることができる。さらなる層は、感光性要素用の１つ
または複数の機能を有することができ、さらなる層には、それらに限定されるものではな
いが、エラストマー層、剥離層、化学線不透過層、バリヤ層、接着改質層、および感光性
要素の表面特性を変える層とがある。さらなる層には、Ｆａｎらによる米国特許第６，７
７３，８５９号明細書に開示されたものなど、光重合性層に載った少なくとも１つの熱除
去可能層があり得る。他の適切な層には、多層カバー要素のエラストマー層として開示さ
れ、米国特許第４，４２７，７５９号明細書および米国特許第４，４６０，６７５号明細
書に記載されたものがある。感光性要素は、化学線不透過層と光重合性層との間の、また
は、存在する場合に、化学線不透過層とエラストマー層との間のワックス層および／また
はバリヤ層を含むことができる。感光性要素は、任意選択で、感光性要素の最外層の上に
仮のカバーシートを含む。
【００９３】
　一実施形態では、前駆体は、光重合性層の上に、または隣接して、あるいは、存在する
場合に、エラストマー層の上に化学線不透過層を含む。化学線不透過層は、マスク形成の
デジタル法によって、前駆体、すなわち、感光性要素に、一体化されたフォトマスク、ま
たは原位置マスクを形成することができる。化学線不透過層は、赤外線レーザ放射に対し
て感受性を有することができ、化学線を遮断することができるので、赤外線（ＩＲ）感受
性層と称することもできる。ほとんどの実施形態では、ＩＲ感受性層は、化学線に対して
不透過性である、すなわち、２．５以上の光学密度を有し、好ましくは、赤外線レーザを
用いたアブレーションによって、画像を形成することができる。ＩＲ感受性層は、波長（
７５０～２０，０００ｎｍの赤外領域で高い吸収性を有する材料を含む。ほとんどの実施
形態では、例えば、カーボンブラック、グラファイトなどの無機顔料が、ＩＲ放射を吸収
するために使用される。赤外線吸収材料の量は、通常、層の全重量に対して０．１～４０
重量％である。化学線を遮断する２．５以上の光学密度を達成するために、赤外線感受性
層は、化学線の透過を防止する材料を含む。この化学線遮断材料は、赤外線吸収材料と同
じでよいし、または異なってもよく、例えば、染料または顔料、特に前述の無機顔料とす
ることができる。この材料の量は、通常、層の全重量に対して１～７０重量％である。赤
外線感受性層は、任意選択で、重合結合剤を含む。可塑剤、コーティング助剤などの他の
補助剤も使用可能である。一実施形態では、赤外線感受性層は、前駆体の光重合性層の外
側面に被覆または塗布することができる。赤外線感受性層の厚さは、通常、２ｎｍ～５０
μｍ、好ましくは４ｎｍ～４０μｍである。赤外線感受性層およびその調製は、例えば、
国際公開第９４／０３８３８号パンフレットおよび国際公開第９４／３８３９号パンフレ
ットで詳細に説明されている。
【００９４】
　マスク形成のデジタル法の代替実施形態では、感光性要素は、最初に赤外線感受性層を
含まない。この場合に、赤外線感受性層は、上記の感光性層に含まれる赤外線感受性層と
同じか、または実質的に同じである。赤外線感受性層を担持する分離層は、赤外線感受性
層が、通常は光重合性層である、感光性要素の支持体とは反対側の面に隣接するように、
感光性要素と集合体を形成する。分離要素は、デジタル露光プロセスの助けとなる放出層
または加熱層などの１つまたは複数の層を含むことができる。Ｆａｎらによる米国特許第
５，６０７，８１４号明細書、Ｂｌａｎｃｈｅｔｔによる米国特許第５，７６６，８１９
号明細書、米国特許第５，８４０，４６３号明細書、および欧州特許出願公開第０　８９
１　８７７Ａ号明細書に開示されているように、集合体は、赤外線感受性層を選択的に移
動させ、光重合性層に載った、または光重合性層の上に配置された画像を形成するために
、赤外線レーザ放射で画像露光される。赤外線感受性層の移動した部分だけが、感光性要
素上に存在して、原位置マスクを形成する。
【００９５】
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　別の実施形態では、フォトマスク画像は、剥離式担体上に形成することができ、次いで
、熱および／または圧力を加えることによって、支持体とは反対側の光重合性層の面に転
写される。光重合性層は通常粘着性であり、転写画像を保持する。剥離式担体は、次いで
、前露光および／または画像露光の前に要素から除去することができる。剥離式担体は、
材料を選択的に除去し、画像を形成するために、レーザ放射で画像露光される赤外線感受
性層を有することができる。この種の担体の例には、Ｒｅｘａｍ，Ｉｎｃ．製のＬａｓｅ
ｒＭａｓｋ（登録商標）画像フィルムがある。
【００９６】
　さらに別の実施形態では、デジタルマスクの形成は、インクジェットインクの形態の放
射線不透過材料の画像塗布（ｉｍａｇｅｗｉｓｅ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）によって行
うことができる。インクジェットインクの画像塗布は、光重合性層に直接載ることができ
る、すなわち、感光性要素の光重合性層の上に配置することができる。
【００９７】
　さらに別の実施形態では、Ｚｗａｄｌｏによる米国特許第７，２７９，２５４号明細書
に開示されているように、デジタルマスクは、剥離式フィルムの熱画像層に形成され、次
いで、この剥離式フィルムは要素に積層され、その後、この積層マスクを介して感光性要
素が画像露光される。別の実施形態では、米国特許第８，１５８，３３１号明細書に開示
されているように、デジタルマスクは、上記のように、感光性要素の原位置に形成するこ
とができ、バリヤ薄膜が、この原位置マスクおよび感光性層に積層され、その後、バリヤ
薄膜および原位置マスクを介して、感光性要素が画像露光される。
【００９８】
　マスクが感光性要素用に形成される実施形態がどうであれ、マスクは、印刷に適したグ
ラフィック情報のパターンを示す不透過領域、および「透明」または透過領域を含む。マ
スクの不透過領域は、下の光重合性材料が放射線で露光されるのを防止するので、、暗色
領域によって覆われた光重合性層のこれらの領域は重合しない、すなわち、層の硬化しな
い部分となる。マスクの「透明」領域は、光重合性層を化学線で露光して重合させる、ま
たは架橋する、すなわち、層の硬化部分とする。
【００９９】
　画像露光は、本露光装置および方法の少なくとも１つの実施形態を使用して、画像担持
フォトマスクを介して感光性要素を露光することによって行われる。ほとんどの実施形態
では、上記のように、フォトマスクは前駆体と一体化される。ほとんどの実施形態では、
一体化されたフォトマスクは、デジタル法によって前駆体（すなわち、感光性要素）に形
成され、デジタル法では、前駆体は、一体化されたフォトマスクを前駆体に形成するため
に、本露光装置による化学線での露光の前に、赤外線レーザ放射で画像露光される。一体
化されたフォトマスクは、原位置マスクと称することもできる。赤外線レーザ露光は、７
５０～２０，０００ｎｍの範囲で放射する様々なタイプの赤外線レーザを使用して行うこ
とができる。範囲７８０～２，０００ｎｍで放射するダイオードレーザ、および１０６４
ｎｍで放射するＮｄ：ＹＡＧレーザを含む赤外線レーザが好ましい。適切な赤外線レーザ
露光装置は、Ｆａｎらによる米国特許第５，６５４，１２５号明細書、および同５，７６
０，８８０号明細書に開示されている。いわゆるデジタル画像では、放射線不透過層は、
光重合性層に載った、または光重合性層の上に配置された画像、すなわち、原位置マスク
を形成するために、赤外線レーザ放射で画像露光される。Ｆａｎらによる米国特許第５，
２６２，２７５号明細書、米国特許第５，７１９，００９号明細書、および米国特許第６
，２３８，８３７号明細書に開示されているように、赤外線レーザ放射は、赤外線感受性
層（すなわち、放射線不透過層）を光重合性層から選択的に除去する、例えば、アブレー
ションする、または揮発させることができる。一体化されたフォトマスクは、その後の本
露光装置による化学線での露光ステップに備えて感光性要素に残る。赤外線レーザ放射は
、上記のように、赤外線感受性層を光重合性層に選択的に移動させることができる。
【０１００】
　本露光装置および方法の１つまたは複数の実施形態は、全体背面露光用に使用すること
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もできる。支持体を介した前駆体の、すなわち、前駆体の背面の全体露光またはブランケ
ット露光は、支持体に隣接する光重合体層の所定の厚さを重合するように行うことができ
る。光重合体層のこの重合した部分は、床部と称されることも多い。床部は、光重合性層
と支持体との間の接着性を改善し、ハイライトでのドット解像度を改善し、さらに、版レ
リーフの深さを確立する。床部の厚さは、露光時間、露光源などで変わる。画像主露光に
適したすべての放射線源を使用することができる。露光は、通常、１～３０分間である。
一部の実施形態では、全体背面露光は、（未硬化の）前駆体の製造中に行われ、したがっ
て、顧客が、前駆体をレリーフ面を有する印刷版にするのに必要なステップを簡略化する
。他の実施形態では、全体背面露光は、顧客によって、画像露光の前か、または後に行う
ことができる。
【０１０１】
　前駆体は、本露光装置において、化学線で画像露光、またはブランケット露光すなわち
全体露光される。前駆体は、前駆体を露光ベッドに取り付け、複数の管状ランプを前駆体
の近傍に比較的近接して配置し、管状ランプに通電して化学線を放射することで露光され
る。画像露光時、光重合性層の放射線露光領域は不溶性状態に変わり、層の未露光領域で
は、有効な重合または架橋は起こらない。
【０１０２】
　処理ステップの後、前駆体は、光重合プロセスが完了し、そうして形成された印刷版が
、印刷および保管中に安定したままであることを保証するために、本露光装置により、均
一に後露光および光仕上げすることができる。この後露光ステップは、画像主露光と同じ
放射線源を利用することができる。さらに、前駆体の面、すなわち、レリーフ面を有する
印刷版が、まだ粘着性がある場合、粘着性除去処理を施すことができる。「仕上げ」とも
称されるそのような方法は、当技術分野において公知である。例えば、粘着性は、臭素ま
たは塩素溶液を用いて印刷版を処理することでなくすことができる。好ましくは、粘着性
除去は、３００ｎｍ以下の波長を有する紫外線源での露光によって行われる。このいわゆ
る「光仕上げ」は、欧州特許出願公開第０　０１７９２７号明細書および米国特許第４，
８０６，５０６号明細書に開示されている。様々な仕上げ方法を組み合わせることもでき
る。一部の実施形態では、後露光および仕上げ露光は、両方の放射線源を有する本露光装
置１０を使用して、前駆体２０に対して同時に行われ、示した実施形態では、両方の放射
線源は、引き出し１３ａに配置され、前駆体は、引き出し１３ｂに配置されている。
【０１０３】
　マスクを介した化学線での画像露光に続いて、前駆体は、光重合性層の未硬化領域を除
去し、それにより、レリーフ画像を形成するために処理される。処理ステップは、少なく
とも、光重合性層の、化学線で露光されなかった領域、すなわち、未露光領域または未硬
化領域の光重合性層を除去する。エラストマー覆い層を除いて、通常、光重合性層に存在
し得る、追加した層は、光重合性層の重合領域から除去されるか、または実質的に除去さ
れる。マスクのデジタル形成用の赤外線感受性層を含む前駆体の場合、光重合性層にレリ
ーフ画像を形成する処理ステップは、（化学線で露光された）マスク画像を除去すること
もできる。
【０１０４】
　感光性要素の処理には、（１）未重合領域を洗い落とすために、前駆体が適切な現像液
と接触する「湿式」現像、および／または（２）前駆体が現像温度まで加熱され、これに
より、光重合性層の未重合領域が、溶融、軟化、または流動し、次いで除去される「乾式
」現像がある。乾式現像は、熱現像と称することもできる。湿式および乾式処理の組み合
わせを使用して、レリーフを形成できるとも考えられる。
【０１０５】
　湿式現像は、室温で行うことができるが、通常は、約８０～１００°Ｆで行われる。現
像液は、有機溶剤、水性または半水性溶液、および水とすることができる。現像液は、主
に、除去される共重合性材料の化学的性質に応じて選択される。適切な溶剤現像液を選択
することは、十分に当業者の技術の範囲内である。現像時間は、光重合性材料の厚さおよ
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びタイプ、使用される溶剤、ならびに設備および設備の動作時間に応じて変わり得る。現
像液は、浸漬、スプレー、およびブラシまたはローラ塗布を含む従来の任意の態様で塗布
することができる。洗い落としは、現像液と、任意選択で、機械式ブラシがけ動作とを使
用して、露光画像および床部を構成するレリーフを残したまま、版の未硬化部分を除去す
る自動処理ユニットで行うことができる。溶液中での現像による処理に続いて、処理され
た前駆体は、通常、吸い取り乾燥または拭き取り乾燥され、次いで、強制空気または赤外
線オーブンで、より完全に乾燥される。乾燥時間および温度は、設備設計、空気流、およ
び材料によって変わり得る。
【０１０６】
　前駆体の熱処理には、光重合性層の未硬化部分を液化する、すなわち、軟化、または溶
融、または流動させるのに十分な温度に感光性要素を加熱し、未硬化部分を液化すること
が含まれる。感光性組成物の層は、熱現像時に部分的に溶解することができる。すなわち
、熱現像中に、未硬化組成物は、適切な処理または現像温度で軟化または溶融しなければ
ならない。前駆体が、光重合性層に１つまたは複数のさらなる層を含む場合、１つまたは
複数のさらなる層もまた、光重合性層にとって許容可能な現像温度の範囲で除去可能であ
ることが望ましい（しかし、必ずしも必要ではない）。光重合性層の重合された領域（硬
化部分）は、未重合領域（未硬化部分）よりも高い溶融温度を有し、したがって、熱現像
温度で溶融も、軟化も、または流動もしない。未硬化部分は、米国特許出願公開第２００
４／００４８１９９号明細書に記載されている、圧力のかかった空気流または液体流と、
特開昭５３－００８６５５号公報に記載されている真空と、米国特許第３，０６０，０２
３号明細書、米国特許第３，２６４，１０３号明細書、米国特許第５，０１５，５５６号
明細書、米国特許第５，１７５，０７２号明細書、米国特許第５，２１５，８５９号明細
書、米国特許第５，２７９，６９７号明細書、および米国特許第６，７９７，４５４号明
細書に記載されている吸収性材料との接触とを含む任意の手段によって、組成物層の硬化
部分から除去することができる。溶融部分を吸収する、逃がす、または吸い取る現像媒体
などの吸収性面に、要素の外側面を接触させるのが、未硬化部分を除去する好ましい方法
である。
【０１０７】
　「溶融」という用語は、軟化させ、粘度を下げて、吸収性材料による吸収を可能にする
高い温度にさらされる組成物層の未照射（未硬化）部分の挙動を説明するために使用され
る。しかし、本明細書全体を通して、「溶融」、「軟化」、および「液化」という用語は
、組成物が、固体状態と液体状態との間に急勾配の転移温度を有するかどうかにかかわら
ず、組成物層の加熱された未照射部分の挙動を説明するために使用することができる。本
発明において、組成物層を「溶融させる」ために、広い温度範囲を利用することができる
。プロセスの正常動作中に、吸収作用は、低い温度でより遅く、高い温度でより速くなる
。
【０１０８】
　感光性要素を加熱し、要素の最外面を現像媒体と接触させる熱処理ステップは、同時に
行うことができるし、または光重合性層の未硬化部分が、現像媒体と接触するときにまだ
柔らかい状態か、もしくは溶融状態であることを条件として順次行うことができる。少な
くとも１つの光重合性層（および１つまたは複数のさらなる層）は、伝導、対流、輻射、
または他の加熱方法によって、未硬化部分を溶融させるのに十分であるが、層の硬化部分
を変形させない程度に高い温度まで加熱される。光重合性層の上に配置された１つまたは
複数のさらなる層は、軟化、溶融、または流動し、現像媒体によって十分に吸収される。
感光性要素は、光重合性層の未硬化部分を溶融または流動させるために、約４０℃よりも
高い、好ましくは、約４０℃～約２３０℃（１０４～４４６°Ｆ）の表面温度まで加熱さ
れる。未硬化領域で溶融する光重合性層と現像媒体との密着を概ね維持することによって
、未硬化の感光性材料が、光重合性層から現像媒体に移動する。まだ昇温した状態の間に
、現像媒体は、支持体層と接触している硬化光重合性層から分離されて、レリーフ構造が
現れる。光重合性層を加熱し、溶融した（部分的）層を現像媒体と接触させるステップの
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サイクルは、未硬化材料を十分に除去し、十分なレリーフ深さを形成するのに必要なだけ
何度でも繰り返すことができる。
【０１０９】
　感光性要素を熱現像するのに適した装置は、Ｐｅｔｅｒｓｏｎらによる米国特許第５，
２７９，６９７号明細書、さらに、Ｊｏｈｎｓｏｎらによる米国特許第６，７９７，４５
４号明細書に開示されている。感光性要素は、熱処理を実施するために、ドラムまたは平
面上に置くことができる。
【０１１０】
　現像媒体は、放射線硬化性組成物の未照射または未硬化部分の溶融、または軟化、また
は液化温度を超える溶融温度を有するように選択され、同じ動作温度で良好な耐引き裂き
性を有する。現像媒体は、不織布材料と、用紙と、繊維織布材料と、連続気泡発泡体材料
と、それ自体が占める容積のかなりの部分を空所容積として概ね含む多孔質材料とから選
択される。現像媒体はまた、溶融エラストマー組成物に対する高い吸収性をもたなければ
ならない。
　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
〔１〕
　感光性要素を化学線で露光する露光装置であって、
　前記感光性要素を支持する露光ベッドと、
　前記露光ベッドに隣接して配置されたランプアセンブリであって、
　　互いに隣接する、目標照射量の前記化学線で前記感光性要素を露光するための少なく
とも２つのランプと、
　　前記少なくとも２つのランプのうち少なくとも１つのランプに接続されて、該１つの
ランプが受け取る電力を調整する調整可能な安定器と、
を含むランプアセンブリと、
　前記少なくとも２つのランプのうち少なくとも１つのランプに隣接して配置された、前
記露光ベッドに当たる照射量を測定するためのセンサと、
　前記調整可能な安定器への電力を前記測定した照射量の前記目標照射量との比較に基づ
いて調整して、前記少なくとも１つのランプから放射される前記照射量を前記目標照射量
と一致させるように調整するコントローラと、
を含む露光装置。
〔２〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプを含み、およ
び、１つの調整可能な安定器を、前記複数のランプのそれぞれのランプのためにさらに含
む、〔１〕に記載の露光装置。
〔３〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプであって、１
つのランプから４つのランプまでの選択された群を構成する複数の管状ランプを含み、１
つの調整可能な安定器が、それぞれのランプ群のために存在する、〔１〕に記載の露光装
置。
〔４〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプを含み、およ
び、前記照射量センサを移動させて、前記複数のランプから放射する前記照射量を第１の
位置および第２の位置において測定する手段をさらに含む、〔１〕に記載の露光装置。
〔５〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプを含み、およ
び、前記照射量センサを移動させて、前記複数のランプのそれぞれから放射する前記照射
量を測定する手段をさらに含む、〔１〕に記載の露光装置。
〔６〕
　前記照射量センサは前記露光ベッドに近接して配置され、および、前記少なくとも２つ
のランプのうちの１つのランプに近接して配置された、該１つのランプから放射する照射



(35) JP 6363698 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

量を測定するための第２のセンサをさらに含み、前記コントローラは、前記調整可能な安
定器への電力を調整する前に、前記ベッドセンサの前記測定した照射量を前記第２のセン
サの前記測定した照射量と比較する、〔１〕に記載の露光装置。
〔７〕
　各ランプは約１５～約３５ｍＷ／ｃｍ2の照射量範囲で紫外線を放射することができる
、〔１〕に記載の露光装置。
〔８〕
　前記少なくとも２つのランプのうち１つのランプの温度を測定するセンサをさらに含む
、〔１〕に記載の露光装置。
〔９〕
　ランプから放射する放射線を、感光性要素を放射線で露光する露光装置において制御す
る方法であって、
　ａ）互いに隣接する少なくとも２つの管状ランプ、および、前記少なくとも２つのラン
プのうち少なくとも１つのランプに接続された調整可能な安定器を含むランプアセンブリ
を使用して、露光ベッドに放射線を目標照射量で照射することであって、該１つのランプ
が受け取る電力を前記安定器により調整すること、
　ｂ）前記少なくとも１つのランプから放射する照射量を前記露光ベッドに近接して測定
すること、および、
　ｃ）１つのランプの前記安定器への前記電力を前記測定した照射量の前記目標照射量と
の比較に基づいて調整して、前記少なくとも１つのランプから放射される前記照射量を前
記目標照射量に一致させるように調整すること、
を含む方法。
〔１０〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプであって、１
つのランプから４つのランプまでの選択された群を構成する複数の管状ランプを含み、前
記調整可能な安定器への前記電力を調整することにより、少なくとも１つのランプ群に対
して放射される前記照射量が調整される、〔９〕に記載の方法。
〔１１〕
　前記露光ベッドに近接した、前記照射量を測定するセンサを、前記１つのランプに近接
した第１の位置から、前記第２のランプが受け取る電力を調整するための第２の調整可能
な安定器に接続された、前記少なくとも２つのランプのうち第２のランプに隣接する第２
の位置に移動させること、並びに、前記第２のランプに対してステップｂ）およびステッ
プｃ）を行うことをさらに含む、〔９〕に記載の方法。
〔１２〕
　前記少なくとも２つのランプのうち任意のものの温度を測定すること、および、前記少
なくとも２つのランプの温度を目標温度範囲に維持することを、それぞれのランプに対す
るステップｂ）およびステップｃ）の間にさらに含む、〔９〕に記載の方法。
〔１３〕
　ステップｂ）の前に少なくとも１つのランプの温度を測定すること、および、前記測定
温度が目標温度に一致するか、または目標温度範囲に入った後にステップｂ）を開始する
ことをさらに含む、〔９〕に記載の方法。
〔１４〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプを含み、およ
び、前記複数のランプに近接した位置で、前記少なくとも２つのランプのうち１つのラン
プから放射する照射量を測定することをさらに含む、〔９〕に記載の方法。
〔１５〕
　前記露光ベッドに近接して測定した前記照射量を、前記複数のランプに近接して測定し
た、前記１つのランプから放射した前記照射量と比較すること、および、前記露光ベッド
に近接して測定した前記照射量が、前記ランプから放射する前記測定照射量と同じになっ
た後にステップｂ）を開始することをさらに含む、〔１４〕に記載の方法。
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〔１６〕
　前記調整可能な安定器への最大電力の約５％～約１００％を、１つのランプの前記調整
可能な安定器への前記電力を調整するステップのために使用することをさらに含む、〔９
〕に記載の方法。
〔１７〕
　前記調整可能な安定器への最大電力の約２０％～約９０％を、１つのランプの前記調整
可能な安定器への前記電力を調整するステップのために使用することをさらに含む、〔９
〕に記載の方法。
〔１８〕
　前記少なくとも２つのランプは、隣接する互いに平行な複数の管状ランプであって、全
部がステップｂ）の前に照射する複数の管状ランプを含む、〔９〕に記載の方法。
〔１９〕
　前記感光性要素を前記露光ベッド上に置くこと、および、前記安定器への前記電力を調
整して、前記少なくとも１つのランプから放射される前記照射量を前記目標照射量に一致
させるように調整した後、前記少なくとも２つのランプから照射した放射線で前記感光性
要素を露光することをさらに含む、〔９〕に記載の方法。
〔２０〕
　前記目標照射量は１７～２１ｍＷ／ｃｍ2である、〔９〕に記載の方法。
〔２１〕
　光重合性組成物の層を有する感光性要素からレリーフ印刷版を作製する方法であって、
　少なくとも２つのランプから放射される照射量が目標照射量であるように、露光装置の
ランプから放射する放射線を〔９〕に記載の方法に従って制御すること、
　前記目標照射量で放射した前記放射線で、マスクを介して前記感光性要素を画像露光し
て、前記層の少なくとも硬化部分および少なくとも未硬化部分を形成すること、および、
　前記露光された要素を処理して前記未硬化部分を除去し、それにより、印刷に適したレ
リーフ構造を形成すること、
を含む方法。
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